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一
　
は
　
じ
　
め
　
に

学
校
法
人
修
道
学
園
（
以
下
「
学
園
」
と
い
う
。）
は
、
そ
の
設
置
す
る

広
島
修
道
大
学
（
以
下
「
大
学
」
と
い
う
。）
の
沼
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
勤
務

す
る
教
職
員
の
時
間
外
及
び
休
日
労
働
（
以
下
「
超
過
勤
務
」
と
い
う
。）

に
つ
い
て
、
教
職
員
が
組
織
す
る
教
職
員
労
働
組
合
（
以
下
「
労
働
組
合
」

と
い
う
。）
と
、
労
働
基
準
法
第
三
六
条
一
項
の
規
定
す
る
協
定
（
以
下
「
三

六
協
定
」
と
い
う
。）
を
結
ん
で
い
た
が
、
そ
の
更
新
時
期
に
至
り
、
労
使

間
の
懸
案
で
あ
る
労
働
環
境
の
改
善
に
関
す
る
労
使
の
協
議
が
進
ま
な
い
こ

と
も
あ
っ
て
、
労
働
組
合
側
は
学
園
に
対
し
不
信
感
を
募
ら
せ
て
い
た
た
め
、

協
定
更
新
の
労
使
交
渉
も
労
働
組
合
の
反
対
で
物
別
れ
と
な
り
、
平
成
二
三

年
一
〇
月
以
降
は
協
定
の
な
い
状
態
に
陥
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
学
園

側
の
調
査
の
結
果
、
労
働
組
合
の
現
有
組
合
員
数
が
大
学
の
沼
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
勤
務
す
る
全
職
員
（
以
下
「
教
職
員
集
団
」
と
い
う
。）
の
過
半
数
を

占
め
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
急
遽
方
針
を
変
更
し
、
労
働
組
合

で
は
な
く
過
半
数
教
職
員
の
代
表
者
と
協
定
す
る
こ
と
に
し
て
《
学
校
法
人

修
道
学
園
に
お
け
る
「
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
」
の
選
出
等
に
関

す
る
規
程
》
を
制
定
し
、
こ
の
規
程
の
手
続
に
よ
り
代
表
者
を
選
出
す
る
こ

と
を
教
職
員
集
団
に
要
請
し
、
そ
の
手
続
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
組
合

員
の
新
規
加
入
が
あ
り
、
労
働
組
合
は
教
職
員
集
団
の
過
半
数
を
組
合
員
と

す
る
労
働
組
合
に
復
帰
し
た
た
め
、
改
め
て
労
働
組
合
と
協
定
交
渉
に
入
る

こ
と
に
な
り
、
漸
く
一
〇
月
二
七
日
に
協
定
の
成
立
を
み
た
が
、
上
記
規
程

に
は
検
討
を
要
す
る
問
題
が
少
な
く
な
い
の
で
、
法
律
実
務
の
観
点
か
ら
批

判
的
に
考
察
し
て
み
た
い
。
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二
　
三
六
協
定
の
締
結
者
と
し
て
の
過
半
数
代
表
者

　
労
働
基
準
法
（
以
下
「
労
基
法
」
と
い
う
。）
は
、
そ
の
第
四
章
の
第
三

二
条
及
び
同
条
の
二
乃
至
五
に
お
い
て
労
働
者
の
労
働
時
間
を
、
第
三
五
条

に
お
い
て
そ
の
休
日
を
定
め
、
第
三
六
条
に
お
い
て
使
用
者
は
「
労
働
者
の

過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
」（
以
下
「
過
半
数
労
働
組
合
」
と
い
う
。）

そ
れ
が
存
在
し
な
い
と
き
は
「
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
」（
以
下

「
過
半
数
代
表
者
」
と
い
う
。）
と
書
面
に
よ
る
協
定
を
し
て
、
こ
れ
を
労
働

基
準
監
督
官
庁
に
届
け
出
た
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
協
定
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
労
働
者
に
「
超
過
勤
務
」
を
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
三
六
条
は
、
労
働
者
が
従
属
的
労
働
を
使
用
者
と
約
定
す
る
労
働
契

約
が
、
使
用
者
側
の
一
方
的
に
定
め
る
契
約
条
項
を
労
働
者
が
丸
呑
み
に
せ

ざ
る
を
え
な
い
、
い
わ
ゆ
る
付
合
契
約
で
あ
り
、
超
過
勤
務
条
項
も
そ
の
例

外
で
は
な
く
、
必
ず
し
も
個
々
の
労
働
者
の
本
意
に
よ
る
合
意
で
な
い
こ
と

も
あ
り
う
る
の
で
、
労
基
法
は
契
約
締
結
に
お
け
る
労
働
者
の
こ
の
弱
い
立

場
を
考
慮
し
、
労
働
者
の
健
康
や
福
祉
を
確
保
す
る
た
め
に
、
超
過
勤
務
に

関
す
る
労
働
契
約
上
の
労
使
の
合
意
を
、
同
一
事
業
場
の
労
働
者
集
団
の
意

思
に
よ
り
規
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
超
過
勤
務
に
つ
い
て
、
個
別
意
思

に
対
す
る
集
団
意
思
の
優
位
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
使
用
者
と
過
半
数
労
働
組
合
も
し
く
は
過
半
数
代
表
者
と
の

間
の
書
面
に
よ
る
協
定
に
特
別
の
効
力
（
刑
事
免
責
効
）
を
認
め
る
規
定
は
、

本
条
に
限
ら
ず
、
労
基
法
は
他
に
も
置
い
て
い
る

こ
の
協
定
締
結
者
と

し
て
の
過
半
数
労
働
組
合
及
び
過
半
数
代
表
者
に
つ
い
て
は
問
題
が
少
な
く

な
い
。

（
１
）
強
制
貯
金
に
関
す
る
一
八
条
二
項
、
特
定
の
週
ま
た
は
日
の
労
働
時
間
の
特

例
に
関
す
る
三
二
条
の
二
な
い
し
三
二
条
の
五
、
休
憩
に
関
す
る
三
四
条
二
項
、

時
間
計
算
に
関
す
る
三
八
条
の
二
、
三
八
条
の
三
、
年
次
有
給
休
暇
に
関
す
る

三
九
条
及
び
就
業
規
則
の
作
成
手
続
に
関
す
る
九
〇
条
等
。

三
　「
過
半
数
」
の
意
義

過
半
数
労
働
組
合
や
過
半
数
代
表
者
で
い
う
「
過
半
数
」
の
意
義
如
何
が

問
題
で
あ
る
。
過
半
数
と
い
う
以
上
は
、
そ
の
母
体
と
な
る
集
団
が
当
然
措

定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
の
母
集
団
は
、
同
一
事
業
場
で
就

労
す
る
全
労
働
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
過
半
数
労
働
組
合
及
び
過
半

数
代
表
者
に
お
け
る
「
過
半
数
」
と
は
、
上
記
全
労
働
者
の
過
半
数
を
意
味

す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

と
こ
ろ
で
三
六
条
一
項
は
、
前
記
の
よ
う
に
協
定
締
結
者
を
「
労
働
者
の

過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
」
及
び
「
労
働
者
の
過
半
数
の
代
表
者
」
と

い
う
字
句
で
規
定
し
て
い
る
が
、
前
者
で
は
何
故
母
集
団
の
過
半
数
で
組
織

す
る
労
働
組
合
が
協
定
締
結
資
格
を
も
つ
の
か
、
後
者
で
は
何
故
母
集
団
の

代
表
で
な
く
過
半
数
の
代
表
な
の
か
、
ま
た
過
半
数
労
働
組
合
ま
た
は
過
半

数
代
表
者
が
締
結
し
た
三
六
協
定
の
効
力
は
「
過
半
数
」
以
外
の
母
集
団
の

（
１
）
が
、
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労
働
者
に
も
及
ぶ
と
解
さ
れ
て
い
る

何
故
、
代
表
さ
れ
て
い
な
い
「
過

半
数
」
外
の
労
働
者
に
も
効
力
が
及
ぶ
の
か
等
の
疑
問
が
存
在
す
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
過
半
数
労
働
組
合
や
過
半
数
代
表
者
が
協
定

締
結
者
と
な
る
た
め
に
は
、
当
然
そ
の
権
限
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
母
集
団
の
過
半
数
の
労
働
者
が
協
定
締
結
に
賛
成
で
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
協
定
締
結
に
賛
成
す
る
過
半
数
の
労
働
者
が
組
合
員
で

あ
る
労
働
組
合
や
協
定
締
結
に
賛
成
な
過
半
数
労
働
者
の
代
表
者
で
あ
っ
て

始
め
て
三
六
条
一
項
所
定
の
協
定
締
結
者
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

こ
の
理
か
ら
す
れ
ば
、
同
項
の
「
過
半
数
」
と
は
、
協
定
の
内
容
を
知
悉

し
て
い
て
協
定
締
結
に
賛
成
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
過

半
数
代
表
者
の
場
合
は
過
半
数
労
働
組
合
の
場
合
と
は
異
な
り
、
当
然
の
こ

と
と
し
て
代
表
者
の
選
出
が
必
要
と
な
り
、
選
出
さ
れ
た
代
表
者
の
地
位
や

権
限
が
問
題
に
な
る
。
労
働
組
合
も
代
表
者
も
、
協
定
締
結
の
権
限
が
与
え

ら
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
協
定
の
締
結
を
拒
否
す
る
権
限
は
な

い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
協
定
の
変
更
権
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
些
細
な
修

正
は
と
も
か
く
、
労
基
法
施
行
規
則
の
定
め
る
必
要
的
協
定
事
項
の
変
更
は
、

選
出
母
体
の
「
過
半
数
」
労
働
者
の
同
意
な
し
に
は
認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ

ま
た
代
表
者
の
地
位
は
、
当
該
協
定
締
結
の
た
め
の
一
時
的
、
臨
時
的
な

も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
過
半
数
代
表
者
や
過
半
数
労
働
組
合
に
お
け
る
「
過
半
数
」

と
は
、
協
定
締
結
に
賛
成
す
る
過
半
数
労
働
者
で
あ
り
、
ま
た
代
表
者
の
地

（
２
）
が
、

（
３
）
う
。

位
は
、「
過
半
数
」
労
働
者
の
意
向
を
代
行
す
る
単
な
る
協
定
調
印
者
と
い
っ

て
よ
い
。
過
半
数
代
表
者
の
選
出
に
あ
た
っ
て
は
、
代
表
者
の
上
記
の
性
格

を
念
頭
に
お
い
て
そ
の
方
法
を
考
案
す
べ
き
で
あ
る
。
残
る
問
題
は
三
六
協

定
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
に
つ
い
て
で
あ
る
。

母
集
団
の
代
表
と
し
て
選
ば
れ
て
い
な
い
の
に
、
過
半
数
代
表
者
や
過
半

数
組
合
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
協
定
が
、
母
集
団
に
所
属
す
る
「
過
半
数
」

以
外
の
労
働
者
に
も
効
力
を
及
ぼ
す
の
は
何
故
か
で
あ
る
。

考
え
ら
れ
る
理
由
の
一
つ
は
、
事
業
場
に
お
け
る
業
務
の
一
体
性
か
ら
、

「
過
半
数
」
以
外
の
者
が
超
過
勤
務
に
応
じ
な
け
れ
ば
、
た
と
え
「
過
半
数
」

の
者
が
超
過
勤
務
に
応
じ
て
も
、
そ
の
実
行
は
無
意
味
に
な
る
た
め
で
あ
り
、

ま
た
そ
う
で
な
く
と
も
一
つ
の
事
業
場
で
超
過
勤
務
を
す
る
者
と
し
な
い
者

が
併
存
す
る
こ
と
は
、
事
業
場
の
一
体
的
雰
囲
気
を
損
な
う
た
め
と
い
っ
て

よ
い
。
ま
た
今
一
つ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
三
六
協
定
の
刑
事

免
責
の
特
例
と
い
う
法
的
性
格
で
あ
る
。
協
定
の
な
い
場
合
の
超
過
勤
務
は
、

労
基
法
一
一
九
条
の
罰
則
の
適
用
を
受
け
る
が
、
労
使
間
で
協
定
を
締
結
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
協
定
の
範
囲
で
の
超
過
勤
務
を
罰
則
の
適
用
外
と
す

る
の
が
三
六
条
一
項
で
あ
り
、
三
六
協
定
に
こ
の
刑
事
免
責
効
の
他
に
民
事

的
効
力
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
否
定
す
る

の
が
通
説
の
よ
う
で
あ

三
六
協
定
の
効
力
が
刑
事
免
責
効
に
限
ら
れ
る
な
ら
ば
、
三
六
協
定
は
労

働
者
の
労
働
条
件
と
係
わ
り
が
な
い
か
ら
、
必
ず
し
も
「
過
半
数
」
労
働
者

の
母
集
団
全
員
の
意
見
を
徴
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
「
過
半
数
」
の
意
見
を

（
４
）
る
。
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も
っ
て
母
集
団
の
意
向
と
し
て
協
定
し
て
も
、
あ
な
が
ち
不
当
と
は
い
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
三
六
協
定
の
刑
事
免
責
効
が
、
過
半
数
労
働
者
以
外
の
労
働

者
に
も
及
ぶ
と
解
す
る
と
、
そ
の
拡
張
効
は
労
働
協
約
の
規
範
的
部
分
の
一

般
的
拘
束
力
（
労
基
法
一
七
条
）
と
類
似
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
は
四
分

の
三
以
上
の
労
働
者
が
、
一
つ
の
労
働
協
約
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
を
要
件

と
し
て
お
り
、
過
半
数
よ
り
要
件
が
加
重
さ
れ
て
い

両
者
の
要
件
の
差

異
は
、
労
働
条
件
の
規
範
の
定
立
か
否
か
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
過
半
数
」
は
代
表
者
の
資
格
要
件
で
、
代

表
関
係
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
選
出
さ
れ
た
代
表
者
は
全
労
働
者
の
立
場

を
代
表
し
て
協
定
締
結
に
当
た
る
の
で
あ
り
、
過
半
数
の
代
表
者
と
し
て
活

動
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、「
過
半
数
」
以
外
の
労
働
者
に
も
協
定
の
効
力

が
及
ん
で
も
不
当
で
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
過
半
数
」

以
外
の
労
働
者
の
意
思
を
、
全
労
働
者
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
に
評
価
で
き

る
の
か
問
題
で
あ
り
、
結
局
は
「
過
半
数
」
の
意
思
が
母
集
団
を
構
成
す
る

労
働
者
の
多
数
意
思
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
篇
注
釈
労
働
基
準
法
（
上
）
二
二
年
版
は
「
刑
事

上
の
免
責
的
効
力
が
及
ぶ
人
的
適
用
範
囲
は
、
当
該
事
業
場
の
全
労
働
者
に
つ

い
て
で
あ
る
。
た
だ
し
、
協
定
に
お
い
て
適
用
を
受
け
る
職
種
、
人
員
を
制
限
し

た
場
合
に
は
、
そ
の
範
囲
内
に
限
ら
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
労
働
者
側
の
協
定
当
事
者
が
労
働
組
合
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
当
該

労
働
組
合
の
組
合
員
以
外
の
者
、
例
え
ば
第
一
組
合
が
協
定
当
事
者
で
あ
る
場

（
５
）
る
。

合
の
第
二
組
合
員
、
会
社
の
利
益
代
表
者
に
し
て
組
合
員
た
り
得
な
い
者
そ
の

他
の
非
組
合
員
に
つ
い
て
も
、
協
定
の
刑
事
免
責
的
効
力
は
当
然
及
ぶ
こ
と
に

な
る
。」
四
八
四
頁
。

（
３
）　
労
基
法
施
行
規
則
第
一
六
条
は
、
必
要
的
協
定
事
項
と
し
て
、
一
項
で
超
過

労
働
を
必
要
と
す
る
具
体
的
事
由
及
び
超
過
労
働
を
必
要
と
す
る
業
務
の
種
類
、

労
働
者
数
並
び
に
一
日
及
び
一
日
を
超
え
る
一
定
の
期
間
に
つ
い
て
延
長
で
き

る
時
間
ま
た
は
労
働
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
休
日
を
掲
げ
、
二
項
で
、
協
定
の
有

効
期
間
を
定
め
て
い
る
。

（
４
）　
三
六
協
定
の
効
力
と
し
て
、
刑
事
免
責
の
刑
事
的
効
力
の
ほ
か
民
事
的
効
力

の
有
無
が
問
題
に
な
る
。
前
掲
注
釈
労
働
基
準
法
（
上
）
四
八
四
頁
は
「
時
間
外

又
は
休
日
労
働
命
令
に
服
す
べ
き
労
働
者
の
民
事
上
の
義
務
は
、
本
協
定
か
ら

直
接
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
（
な
お
、
協
定
が
な
い
ま
ま
法
定
時
間
外
労
働
の
合

意
が
な
さ
れ
て
も
、
第
一
三
条
（
労
基
法
違
反
の
労
働
契
約
・
筆
者
註
）
の
規
定

か
ら
、
民
事
上
無
効
で
あ
っ
て
、
協
定
が
法
定
時
間
外
労
働
を
命
ず
る
た
め
の

必
要
条
件
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。）」
と
し
て
い
る
。

（
５
）　
労
働
組
合
法
一
七
条
は
労
働
協
約
の
一
般
的
効
力
と
し
て
次
の
通
り
規
定
し

て
い
る
「
一
つ
の
工
場
事
業
場
に
常
時
使
用
さ
れ
る
同
種
の
労
働
者
の
四
分
の

三
以
上
の
数
の
労
働
者
が
、
一
つ
の
労
働
協
約
の
適
用
を
受
け
る
に
至
っ
た
と

き
は
、
当
該
工
場
事
業
場
に
使
用
さ
れ
る
他
の
同
種
の
労
働
者
に
関
し
て
も
当

該
労
働
協
約
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。」
と
。
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四
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四
三

四
　
就
業
規
則
の
超
過
勤
務
規
定
と
労
使
の
合
意

　
労
基
法
に
お
け
る
労
働
時
間
の
規
制
（
三
二
条
な
い
し
三
五
条
、
四
〇
条
）

に
対
応
し
て
、
企
業
は
、
労
働
者
の
労
働
条
件
の
基
準
と
さ
れ
る
就
業
規
則

に
お
い
て
、
業
務
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
従
業
員
に
対
し
超
過
勤
務
を
命

じ
得
る
旨
の
規
定
（
超
過
勤
務
条
項
）
を
置
い
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

こ
の
条
項
は
、
そ
の
規
定
内
容
が
合
理
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
個
々

の
労
働
者
と
締
結
す
る
労
働
契
約
の
内
容
と
な
り
、
使
用
者
は
当
該
労
働
契

約
に
基
づ
き
従
業
員
に
対
し
超
過
勤
務
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ

て
いと

こ
ろ
が
労
基
法
は
、
上
記
の
よ
う
に
超
過
勤
務
を
禁
止
し
、
そ
の
違
反

に
対
し
て
刑
罰
を
も
っ
て
臨
む
一
方
（
一
一
九
条
）、
他
方
に
お
い
て
、
そ
の

三
六
条
で
使
用
者
が
労
働
者
側
と
書
面
に
よ
り
協
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
協
定
の
範
囲
で
、
使
用
者
は
合
法
的
に
労
働
者
に
超
過
勤
務
を
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
規
定
す
る
。

こ
の
超
過
勤
務
に
関
す
る
労
使
間
の
協
定
、
通
称
三
六
協
定
は
、
超
過
勤

務
と
い
う
労
基
法
違
反
行
為
に
対
す
る
刑
事
免
責
の
条
件
を
定
め
る
も
の
で
、

労
働
契
約
の
規
範
の
定
立
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
労
働
条
件
を
規

制
す
る
労
働
協
約
と
は
異
な
る
労
使
間
の
合
意
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
免

責
的
効
力
は
、
前
述
の
よ
う
に
、「
過
半
数
」
以
外
の
母
集
団
に
属
す
る
労
働

者
全
員
の
超
過
勤
務
に
つ
い
て
も
及
ぶ
と
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
六
協
定
の
効
力
に
関
し
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
そ
の
公
法
的
効
力
の

（
６
）
る
。

ほ
か
民
事
的
効
力
が
あ
り
う
る
か
ど
う
か
争
わ
れ
て
い
る
が
、
三
六
協
定
は

超
過
勤
務
を
適
法
に
行
わ
せ
る
た
め
の
協
定
に
過
ぎ
ず
、
超
過
勤
務
を
命
じ

る
業
務
命
令
に
服
す
べ
き
民
事
上
の
義
務
は
、
こ
の
協
定
か
ら
直
接
生
じ
る

も
の
で
は
な
く
、
個
々
の
労
働
者
に
そ
の
義
務
を
負
わ
せ
る
た
め
に
は
、
使

用
者
と
労
働
者
と
の
個
別
の
合
意
が
必
要
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
判
例
・
通

説
と
い
っ
て
よ
い
が
、
そ
の
合
意
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
個
々
の

労
働
者
と
の
合
意
を
要
す
る
と
す
る
説
と
労
働
契
約
、
労
働
協
約
及
び
就
業

規
則
等
に
超
過
勤
務
を
義
務
付
け
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
れ
ば
足
り
る
と
す

る
説
が
対
立
し
て
い

こ
の
三
六
協
定
の
法
的
性
格
が
、「
過
半
数
」
の
代
表
者
に
よ
っ
て
締
結
さ

れ
た
協
定
が
過
半
数
を
超
え
て
そ
の
効
力
を
及
ぼ
す
根
拠
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
が
、
も
し
三
六
協
定
が
、
労
働
協
約
の
よ
う
に
労
働
条
件
の
基
準
を
定

め
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
母
集
団
を
構
成
す
る
全
労
働
者
の
「
過
半
数

集
団
」
の
代
表
者
に
よ
っ
て
決
め
得
る
こ
と
で
は
な
く
、「
母
集
団
の
過
半

数
」
で
決
め
る
べ
き
こ
と
に
な
る
が
、
三
六
協
定
の
法
的
効
果
を
刑
事
免
責

に
限
れ
ば
、「
母
集
団
」
全
員
で
は
な
く
、
そ
の
「
過
半
数
」
で
そ
の
是
非

を
決
め
さ
せ
て
も
、
超
過
勤
務
に
合
意
す
る
か
ど
う
か
の
自
由
が
そ
の
過
半

数
以
外
の
労
働
者
に
残
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
不
当
と
は
い
い
難

い
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
四
分
の
三
或
は
三
分
の
二
の
多
数
で
は
な
く
、
な
ぜ
過
半

数
な
の
か
疑
問
は
残
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
多
数
決
原
理
に
よ
り
、
母
集

団
の
意
思
は
そ
の
過
半
数
の
意
思
で
決
め
得
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
７
）
る
。
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（
６
）　
就
業
規
則
が
、
労
働
者
に
対
し
一
定
事
項
に
つ
き
、
使
用
者
の
業
務
命
令
に

服
す
べ
き
旨
を
定
め
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
よ
う
な
就
業
規
則
の
規
定
内
容
が
合

理
的
な
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
当
該
具
体
的
労
働
契
約
の
内
容
を
な
し

て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
使
用
者
は
こ
の
労
働
契
約
に
基
づ
い
て
業

務
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
最
高
裁
判
決
昭
和
六
一
・
三
・
一
三
労
判

四
七
〇
・
六
（
電
電
公
社
帯
広
局
事
件
）
労
働
判
例
百
選
七
版
二
七
。

（
７
）　
前
記
労
働
基
準
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
は
、「「
使
用
者
の
行
う
時
間
外
又
は
休

日
労
働
命
令
に
労
働
者
の
義
務
が
発
生
す
る
根
拠
は
、
具
体
的
に
は
個
々
の
労

働
契
約
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
契
約
が
存
し
な
い
場
合
は
、

本
条
の
協
定
が
成
立
し
て
も
、
使
用
者
は
時
間
外
又
は
休
日
労
働
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
ず
、
労
働
者
は
こ
れ
に
従
う
べ
き
務
を
負
わ
な
い
こ
と
に
な
る
。」
と

す
る
。
な
お
超
過
労
働
の
労
使
の
合
意
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
の

個
々
の
合
意
を
必
要
と
す
る
か
、
或
は
労
働
契
約
を
規
律
す
る
労
働
協
約
や
就

業
規
則
に
超
過
労
働
を
義
務
付
け
る
規
定
を
置
く
こ
と
で
足
り
る
か
に
つ
い
て

は
、
争
い
が
あ
り
、
そ
の
都
度
の
合
意
を
必
要
と
す
る
前
説
に
立
つ
判
例
と
し
て
、

東
京
地
裁
（
明
治
乳
業
事
件
）
昭
和
四
四
・
五
・
三
判
決
は
「
し
か
し
な
が
ら
、

労
基
法
に
定
め
る
基
準
労
働
時
間
を
超
え
て
時
間
外
勤
務
を
行
う
義
務
を
認
め

る
労
働
契
約
、
就
業
規
則
は
、
三
六
協
定
の
も
つ
前
示
公
法
上
の
効
果
を
超
え

て
個
々
の
労
働
者
に
時
間
外
勤
務
に
関
す
る
具
体
的
義
務
を
定
め
る
も
の
で
あ

る
な
ら
ば
そ
の
限
度
に
お
い
て
労
基
法
に
違
反
し
て
無
効
で
あ
り
、
ま
た
労
基
法

所
定
の
最
低
労
働
条
件
以
下
の
労
働
条
件
を
労
働
協
約
に
定
め
る
こ
と
は
、
協

約
の
本
質
に
背
反
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
前
示
限
度
に
お
い
て
労
基
法
違
反
と

し
て
無
効
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
～
～
～
こ
の
よ
う
に
時
間
外

勤
務
に
関
し
て
三
六
協
定
、
労
働
契
約
、
就
業
規
則
、
労
働
協
約
な
ど
い
か
な

る
形
式
を
も
っ
て
取
り
決
め
を
し
て
み
て
も
労
働
者
に
そ
の
義
務
を
生
ず
る
こ
と

が
な
い
が
、
た
だ
三
六
協
定
成
立
後
、
使
用
者
か
ら
具
体
的
な
日
時
、
場
所
な

ど
を
指
定
し
て
時
間
外
勤
務
に
服
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場

合
に
、
個
々
の
労
働
者
が
自
由
な
意
思
に
よ
っ
て
個
別
的
に
明
示
も
し
く
は
黙

示
の
合
意
を
し
た
と
き
は
、
労
働
者
の
利
益
が
害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、

そ
の
限
り
、
私
法
上
の
労
働
義
務
が
生
ず
る
と
解
す
る
。」
と
判
示
し
て
い
る
。」。

同
旨
横
浜
地
裁
日
本
金
属
鉱
業
事
件
昭
和
四
五
・
一
二
・
二
四
判
決
。
横
浜
地

裁
川
崎
支
部
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
事
件
昭
和
四
七
・
三
・
七
判
決
。
こ
れ
ら
の
判
決

に
対
し
、
最
高
裁
第
一
小
法
廷
日
立
製
作
所
事
件
平
成
三
・
一
一
・
二
八
判
決

は
「
使
用
者
が
、
当
該
事
業
場
の
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
等

と
書
面
に
よ
る
協
定
（
い
わ
ゆ
る
三
六
協
定
）
を
締
結
し
、
こ
れ
を
所
轄
労
働
基

準
監
督
署
長
に
届
け
出
た
場
合
に
お
い
て
、
使
用
者
が
当
該
事
業
場
に
適
用
さ

れ
る
就
業
規
則
に
当
該
三
六
協
定
の
範
囲
内
で
一
定
期
間
の
業
務
上
の
理
由
が

あ
れ
ば
労
働
契
約
に
定
め
る
労
働
時
間
を
延
長
し
て
労
働
者
を
労
働
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
旨
定
め
て
い
る
と
き
は
、
当
該
就
業
規
則
の
内
容
が
合
理
的
な
も

の
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
が
具
体
的
労
働
契
約
の
内
容
を
な
す
か
ら
、
右
就
業
規

則
の
適
用
を
受
け
る
労
働
者
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
労
働
契
約
に

定
め
る
労
働
時
間
を
超
え
て
労
働
す
る
義
務
を
負
う
も
の
と
解
す
る
を
相
当
と

す
る
。」
と
判
示
し
、
三
六
協
定
の
成
立
に
加
え
て
労
働
協
約
、
就
業
規
則
、
労

働
契
約
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
超
過
労
働
の
義
務
を
定
め
て
い
る
場
合
に
は
労
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四
五
（
　
　
　
）

四
五

働
者
は
超
過
労
働
の
義
務
を
負
う
こ
と
を
認
め
る
。

五
　
労
働
契
約
に
お
け
る
超
過
勤
務
の
合
意
の
効
力

大
方
の
企
業
で
は
、
労
働
条
件
の
基
準
を
定
め
る
就
業
規
則
に
超
過
勤
務

に
関
す
る
条
項
を
置
き
、
業
務
上
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
使
用
者
は
従

業
員
に
対
し
超
過
勤
務
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
旨
定
め
て
お
り
、
そ
の
定

め
が
個
々
の
労
働
契
約
に
お
け
る
労
使
の
合
意
と
し
て
扱
わ
れ
る
が
、
三
六

協
定
が
未
締
結
の
場
合
、
こ
の
超
過
勤
務
に
つ
い
て
の
労
使
の
合
意
が
、
い

か
な
る
効
力
を
有
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

三
六
協
定
が
締
結
さ
れ
な
い
以
上
そ
の
合
意
を
適
法
に
実
行
で
き
な
い
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
合
意
を
無
効
と
み
る
か
、
そ
れ
と
も
有
効

と
解
す
る
か
で
あ
る
。

も
し
労
基
法
一
三
条
に
違
反
し
て
無
効
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
三
六
協
定

が
成
立
し
て
も
、
改
め
て
労
働
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
超
過
勤
務
を
命
じ

る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る

こ
の
合
意
を
三
六
協
定
の
締
結
を
条

件
に
有
効
と
解
す
る
な
ら
ば
、
爾
後
の
三
六
協
定
の
締
結
に
よ
り
有
効
に
超

過
勤
務
を
命
じ
う
る
こ
と
に
な
る
。
後
者
の
見
解
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

も
し
協
定
成
立
前
の
合
意
を
条
件
付
き
で
有
効
視
す
る
な
ら
ば
、
協
定
前

の
超
過
勤
務
の
合
意
に
も
一
定
の
効
力
を
認
め
て
良
い
と
の
立
場
か
ら
超
過

勤
務
に
合
意
し
た
個
々
の
労
働
者
に
対
し
、
協
定
締
結
へ
の
協
力
義
務
を
認

め
る
考
え
も
成
り
立
ち
得
る
が
、
問
題
も
あ
る
。

（
８
）
が
、

（
８
）　
労
基
法
第
一
三
条
「
こ
の
法
律
で
定
め
る
基
準
に
達
し
な
い
労
働
条
件
を
定

め
る
労
働
契
約
は
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
無
効
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

無
効
と
な
っ
た
部
分
は
、
こ
の
法
律
で
定
め
る
基
準
に
よ
る
。」。

六
　
三
六
協
定
の
締
結
に
対
す
る
労
働
者
の
協
力
義
務

こ
の
超
過
勤
務
の
合
意
を
労
基
法
一
三
条
違
反
と
し
て
無
効
と
解
す
れ
ば
、

労
働
者
は
使
用
者
が
三
六
協
定
の
締
結
を
求
め
て
き
て
も
、
こ
れ
に
応
じ
る

か
ど
う
か
は
自
由
で
あ
り
協
力
義
務
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

条
件
付
有
効
説
を
採
れ
ば
、
労
働
契
約
で
の
超
過
勤
務
の
合
意
は
、
三
六

協
定
の
締
結
に
よ
り
、
そ
の
協
定
の
範
囲
で
超
過
勤
務
に
服
す
べ
き
義
務
を

発
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
労
働
者
の
個
別
的
の
契
約
意
思
が
過
半

数
労
働
者
の
集
団
意
思
形
成
の
場
で
、
そ
の
ま
ま
拘
束
力
を
有
す
る
こ
と
を

認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

も
し
労
働
契
約
で
の
合
意
が
、
集
団
意
思
形
成
の
場
で
も
労
働
者
を
拘
束

す
る
な
ら
ば
、
労
働
契
約
の
付
合
契
約
的
性
格
か
ら
、
母
集
団
の
労
働
者
全

員
が
超
過
勤
務
に
合
意
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
こ
と
に
な
り
、
改
め
て
そ

の
集
団
意
思
を
問
う
ま
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
三
六
協
定
は
不
要
に

な
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
労
働
契
約
に
お
け
る
超
過
勤
務
の
合
意
は
、
母
集

団
で
あ
る
同
一
事
業
場
の
労
働
者
全
員
の
集
団
意
思
の
形
成
に
あ
た
っ
て
は

拘
束
力
は
な
く
、
労
働
者
は
自
由
な
立
場
で
集
団
意
思
の
形
成
及
び
代
表
者

選
出
に
参
加
で
き
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
労
働
契
約
で
の
超
過
勤
務
の
合
意
は
、
精
々
使
用
者
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側
の
要
望
を
容
れ
て
、
三
六
協
定
締
結
の
是
非
を
決
定
す
る
手
続
に
参
加
す

る
義
務
を
労
働
者
に
課
す
る
に
止
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
三
六

協
定
の
締
結
前
に
お
け
る
超
過
勤
務
の
合
意
に
、
協
定
締
結
に
対
す
る
労
働

者
の
協
力
義
務
の
根
拠
を
見
出
す
見
解
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が

あ
る
。

こ
こ
で
い
う
協
力
義
務
は
、
教
職
員
の
職
務
上
の
義
務
で
は
な
く
、
労
働

契
約
に
お
け
る
労
働
者
（
従
業
員
）
と
し
て
の
義
務
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
違

反
は
職
務
違
反
で
は
な
く
労
働
契
約
の
違
反
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た

が
っ
て
過
半
数
代
表
者
の
選
出
（
投
票
）
に
参
加
し
な
い
教
職
員
は
契
約
違

反
の
責
め
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
懲
戒
は
と
も
か
く
損
害
賠
償
責
任
を
免
れ

え
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
を
容
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
労

働
契
約
に
お
け
る
協
定
成
立
前
の
超
過
勤
務
の
合
意
は
矢
張
り
無
効
と
解
す

べ
き
で
あ
り
、
仮
に
条
件
付
き
で
有
効
と
解
す
る
に
し
て
も
、
協
力
義
務
は

否
定
す
べ
き
で
あ
る
。

七
　
労
働
者
の
集
団
意
思
の
形
成
方
法

労
基
法
三
六
条
一
項
は
、
超
過
勤
務
協
定
の
締
結
資
格
を
過
半
数
労
働
組

合
又
は
過
半
数
代
表
者
に
認
め
る
だ
け
で
、
そ
の
集
団
意
思
形
成
の
手
段
・

方
法
に
つ
い
て
は
何
も
規
定
す
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
そ
の
施
行
規
則
六
条
の

二
（
過
半
数
代
表
者
）
が
、
過
半
数
代
表
者
の
選
出
に
関
し
、
労
基
法
四
一

条
二
号
の
管
理
ま
た
は
監
督
の
地
位
に
あ
る
者
の
代
表
者
資
格
を
否
定
し

（
一
項
二
号
）、
そ
の
選
出
に
あ
た
っ
て
は
、
超
過
勤
務
の
協
定
を
締
結
す
る

た
め
の
代
表
者
の
選
出
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
投
票
や
挙
手
等
の
方

法
に
よ
る
こ
と
（
一
項
二
号
）、
使
用
者
は
労
働
者
が
代
表
者
の
選
出
に
関

わ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
不
利
益
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
（
三
項
）
等

を
規
定
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
代
表
者
選
出
に
使
用
者
が
関
与
で
き
る
か

否
か
に
つ
い
て
は
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
代
表
者
の
選
出
に
関
係
し
た

労
働
者
に
対
す
る
不
利
益
扱
い
を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
は
、
代
表
者
の
選
出

は
労
働
者
の
主
宰
す
る
行
事
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
い
え
る
。

も
し
使
用
者
に
代
表
者
選
出
の
主
宰
権
を
認
め
る
な
ら
ば
、
そ
の
選
出
に
関

与
し
た
労
働
者
を
使
用
者
が
不
利
益
に
取
り
扱
う
こ
と
は
、
ま
ず
考
え
難
い

か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
過
半
数
代
表
者
の
選
出
は
、
あ
く
ま
で
も
労
働
者
側
が
自
主

的
に
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
使
用
者
が
干
渉
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
こ

の
超
過
勤
務
に
関
す
る
協
定
を
定
め
る
三
六
条
一
項
は
、
疑
問
の
多
い
条
文

で
あ
る
が
、
法
律
実
務
的
に
解
説
し
た
論
稿
は
見
当
た
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
使
用
者
が
当
該
事
業
場
に
就
労
す
る
労
働
者
を
し
て
合

法
的
に
超
過
勤
務
を
さ
せ
る
に
は
、
そ
の
過
半
数
の
集
団
意
思
が
協
定
締
結

に
賛
成
し
て
お
り
、
そ
の
代
表
者
と
使
用
者
と
の
間
で
三
六
協
定
を
締
結
す

る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
規
定
し
た
の
が
三
六
条
一
項
で
あ
る
。

八
　
既
存
の
労
働
組
合
に
よ
る
支
援

職
場
に
労
働
組
合
が
あ
る
の
に
、
過
半
数
代
表
者
を
選
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
当
該
労
働
組
合
の
協
定
賛
成
組
合
員
数
が
、
母
集
団
の
過
半
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数
に
達
し
な
い
場
合
で
あ
る
が
、
代
表
者
を
選
ぶ
過
半
数
労
働
者
の
内
に
は
、

非
組
合
員
の
ほ
か
組
合
員
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
当
該
労
働
組
合

は
、
労
働
者
が
主
宰
す
る
過
半
数
代
表
者
の
選
出
に
当
た
っ
て
は
、
労
働
者

の
権
利
擁
護
団
体
と
し
て
、
こ
れ
を
支
援
す
る
役
割
を
負
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
支
援
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
使
用
者
の
提
示
す
る
三
六
協
定
案

と
そ
の
問
題
点
を
母
集
団
の
労
働
者
に
告
知
説
明
し
、
労
働
組
合
と
の
間
で

意
見
交
換
を
す
る
一
方
、
労
働
組
合
と
し
て
使
用
者
に
対
し
、
賛
否
の
意
見

や
必
要
な
修
正
を
申
し
入
れ
る
等
の
支
援
活
動
の
他
、
代
表
者
選
出
の
手
続

の
お
膳
立
を
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
代
表
者
選
挙
に
組
合
推
薦
の
候
補
者
を

立
て
る
こ
と
も
考
え
て
よ
い
。

労
働
組
合
自
体
に
は
、
協
定
締
結
の
資
格
が
な
く
て
も
、
超
過
勤
務
の
合

意
の
実
行
を
可
能
に
す
る
三
六
協
定
の
効
力
が
、
組
合
員
に
も
及
ぶ
こ
と
か

ら
も
、
三
六
協
定
に
は
労
働
組
合
と
し
て
関
心
を
持
つ
べ
き
で
あ
り
、
労
働

者
の
集
団
意
思
の
形
成
を
支
援
し
適
正
妥
当
な
協
定
の
成
立
を
図
る
こ
と
は
、

労
働
組
合
の
使
命
と
い
っ
て
よ
い
。
組
織
を
持
た
な
い
「
母
集
団
」
や
「
過

半
数
」
に
と
っ
て
労
働
組
合
の
存
在
は
大
き
な
支
え
に
な
り
う
る
。「
過
半

数
」
代
表
者
の
選
出
手
続
を
使
用
者
の
主
導
に
委
せ
る
こ
と
は
、
三
六
条
の

法
意
に
悖
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
代
表
者
選
出
を
労
働
者
主
導
で
行
う
た
め

に
は
、
既
存
の
労
働
組
合
の
協
力
は
不
可
欠
と
い
っ
て
よ
い
。

九
　「
過
半
数
」
代
表
者
の
選
出
手
続

以
下
に
お
い
て
修
道
学
園
が
制
定
し
た
過
半
数
代
表
者
選
出
規
程
を
法
律

実
務
的
観
点
か
ら
逐
条
的
に
考
察
す
る
。

《
学
校
法
人
修
道
学
園
に
お
け
る
「
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
」
の

選
出
に
関
す
る
規
程
》

（
趣

旨
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
労
働
基
準
法
そ
の
他
の
関
係
法
令
に
定
め
る

「
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
」（
以
下
「
過
半
数
代
表
者
」

と
い
う
。）
を
学
校
法
人
修
道
学
園
（
広
島
修
道
大
学
、
法
人
事
務

局
、
及
び
監
査
室
）（
以
下
「
本
学
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
選
出

す
る
こ
と
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

〈
検
討
〉

（
一
）
本
規
程
の
法
的
許
容
性

本
規
程
に
お
け
る
検
討
課
題
は
少
な
く
な
い
が
、
ま
ず
検
討
を
要
す
る
の

は
、
本
規
程
が
法
的
に
有
効
か
否
か
で
あ
る
。
本
規
程
は
、
使
用
者
で
あ
る

学
園
が
、
三
六
協
定
締
結
の
た
め
に
過
半
数
代
表
者
の
選
出
を
必
要
と
す
る

場
合
の
手
続
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
か
、
果
た
し
て
学
園
は
過
半
数
代
表
者

の
選
出
手
続
を
定
め
る
権
能
を
有
す
る
か
、
教
職
員
が
本
規
程
の
手
続
に
よ

ら
ず
に
独
自
に
代
表
者
を
選
出
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
、
更
に
は
、
そ

も
そ
も
教
職
員
に
は
学
園
が
望
む
三
六
協
定
締
結
の
た
め
過
半
数
代
表
者
を

選
出
す
る
義
務
を
負
う
の
か
等
の
本
規
程
の
許
容
性
を
左
右
す
る
基
本
的
な

問
題
が
存
在
す
る
。

本
条
が
過
半
数
代
表
者
を
「
修
道
学
園
に
お
い
て
選
出
す
る
こ
と
等
に
関
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す
る
必
要
事
項
を
定
め
る
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
本
規
程
に
よ
る
過
半
数
代
表
者
の
選
出
は
、
学
園
の
主
宰
す
る
手
続
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
は
学
園
の
必
要
か
ら
教
職
員
に
そ
の
履
践
を

求
め
た
手
続
規
程
と
い
っ
て
よ
い
。

教
職
員
側
に
は
三
六
協
定
を
締
結
す
る
義
務
は
な
い
の
で
、
過
半
数
代
表

者
を
選
出
す
る
か
ど
う
か
の
自
由
が
あ
り
、
ま
た
過
半
数
代
表
者
を
選
出
す

る
場
合
で
も
自
主
的
に
そ
の
方
法
及
び
手
続
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

学
園
が
、
そ
の
自
由
を
許
容
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
強
行
性

を
有
す
る
過
半
数
代
表
者
の
選
出
規
程
を
学
園
が
制
定
で
き
る
根
拠
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

使
用
者
の
学
園
が
、
労
働
者
で
あ
る
教
職
員
の
行
動
を
規
制
で
き
る
の
は
、

労
働
契
約
及
び
労
働
協
約
に
お
い
て
、
教
職
員
の
義
務
と
さ
れ
て
い
る
範
囲

に
限
ら
れ
る
。
こ
の
教
職
員
と
し
て
の
義
務
は
、
学
園
の
事
業
目
的
（
学
校

法
人
の
寄
付
行
為
記
載
の
目
的
）
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
労
働
契
約
に
よ
り

自
由
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
学
園
の
事
業
目
的
で
あ
る
学
校
の
運
営
に

関
連
す
る
事
項
な
ら
ば
、
学
園
は
当
該
事
項
に
関
す
る
規
程
を
制
定
す
る
こ

と
は
可
能
で
あ
る
が
、
も
し
そ
の
規
定
内
容
が
教
職
員
の
行
動
の
自
由
を
制

約
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
規
定
事
項
が
教
職
員
の
労
働
契
約
上
の
義
務

の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

教
職
員
に
超
過
勤
務
を
命
じ
得
る
か
否
か
は
、
学
園
の
業
務
の
運
営
に
関

係
す
る
事
項
で
は
あ
る
が
、
過
半
数
代
表
者
の
選
出
は
、
使
用
者
の
領
域
の

行
事
で
は
な
く
、
労
働
者
の
領
域
の
行
事
で
あ
る
か
ら
、
学
園
の
業
務
と
は

い
え
ず
、
そ
の
支
援
が
学
園
の
業
務
と
い
え
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

過
半
数
代
表
者
の
選
出
に
関
し
学
園
が
制
定
で
き
る
の
は
、
そ
の
支
援
に
関

す
る
規
程
に
止
ま
る
。

（
二
）
本
規
程
の
強
行
的
性
格

と
こ
ろ
で
本
規
程
は
、
学
園
理
事
会
が
制
定
し
、
そ
の
改
廃
も
理
事
会
の

権
限
と
し
（
一
六
条
）
本
規
程
に
関
す
る
事
務
の
担
当
部
署
を
法
人
事
務
局

総
務
課
と
し
て
い
る
の
で
（
一
五
条
）、
本
規
程
は
学
園
の
業
務
規
程
と
し
て

制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
教
職
員
を
し
て
、
当
該
規
程
の
手
続
に
し
た
が
っ
て

代
表
者
選
出
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
教
職
員
が
独
自
の
民
主
的
手

続
に
よ
り
自
主
的
に
過
半
数
代
表
者
を
選
出
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
手
続
規

程
と
い
っ
て
よ
い
。

本
規
程
の
中
に
は
、
第
七
条
（
選
挙
管
理
委
員
）
の
如
く
、
教
職
員
に
本

務
以
外
の
特
別
の
職
務
を
課
す
る
規
定
も
存
在
す
る
等
、
教
職
員
の
意
思
如

何
に
関
わ
り
な
く
、
本
条
の
規
定
す
る
よ
う
に
「
学
園
が
」
教
職
員
の
過
半

数
代
表
者
を
選
定
す
る
規
程
で
あ
り
強
行
的
性
格
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
本
規
程
は
、
過
半
数
代
表
者
の
選
出
が
、
学
園
の
業
務
に

は
な
り
え
ず
、
し
か
も
強
行
的
性
格
を
有
す
る
と
す
れ
ば
、
学
園
に
は
本
規

程
を
制
定
す
る
権
限
は
な
く
、
教
職
員
に
対
し
て
は
無
効
の
規
程
で
あ
り
、

教
職
員
は
こ
れ
に
従
う
べ
き
義
務
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

教
職
員
は
、
労
働
契
約
に
お
い
て
超
過
勤
務
の
合
意
を
し
て
い
る
と
否
と

に
関
わ
ら
ず
、
三
六
協
定
を
結
ぶ
か
否
か
は
自
由
で
あ
る
か
ら
、
使
用
者
の

求
め
に
応
ず
る
か
否
か
も
自
由
で
あ
る
。
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（
三
）
代
表
者
選
出
と
使
用
者
の
支
援

労
働
者
側
が
自
主
的
に
過
半
数
代
表
者
を
選
出
す
る
際
に
必
要
が
あ
る
場

合
に
は
、
使
用
者
に
対
し
支
援
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
る
。
労
働
組
合
の
場

合
は
、
意
思
決
定
機
構
を
備
え
た
組
織
体
な
の
で
問
題
は
な
い
が
、
過
半
数

代
表
者
の
場
合
は
同
様
の
組
織
が
な
い
た
め
、
使
用
者
の
支
援
は
不
可
欠
と

い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
な
が
ら
代
表
者
選
出
の
主
宰
者
は
、
あ
く
ま
で
も
労
働
者
で
あ
り
、

使
用
者
が
な
し
う
る
の
は
、
労
働
者
側
の
要
請
に
基
づ
く
支
援
に
止
ま
る
べ

き
で
あ
る
。
労
働
者
側
の
求
め
に
応
じ
て
代
表
者
選
出
の
仕
方
を
範
例
を
示

し
て
教
示
す
る
の
も
支
援
の
一
方
法
で
あ
る
。

労
働
者
に
超
過
勤
務
を
合
法
的
に
さ
せ
る
た
め
、
三
六
協
定
の
締
結
を
望

む
使
用
者
と
し
て
な
し
う
る
こ
と
は
、
労
働
者
側
に
三
六
協
定
の
必
要
性
を

呼
び
か
け
、
労
働
者
側
が
そ
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
、
代
表
者
の
選
出
を
実

行
す
る
に
あ
た
り
、
支
援
を
求
め
ら
れ
た
場
合
必
要
な
支
援
例
え
ば
手
続
の

教
示
、
施
設
の
使
用
許
諾
、
必
要
費
用
の
支
弁
等
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

学
園
は
、
こ
の
支
援
業
務
に
つ
い
て
規
程
を
制
定
す
べ
き
で
あ
る
。

（
四
）
「
過
半
数
」
の
算
定
基
礎
と
な
る
母
集
団

労
基
法
三
六
条
一
項
の
「
過
半
数
」
は
、
当
然
に
、
そ
の
母
集
団
の
存
在

を
予
定
す
る
。
そ
の
母
集
団
は
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
就
業
場
所
と
す
る
教

職
員
全
員
で
あ
る
。
常
勤
の
教
職
員
が
そ
の
集
団
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
疑
い

な
い
が
、
非
常
勤
の
教
職
員
を
含
め
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
る
。
非
常
勤

教
職
員
は
、
概
ね
労
働
時
間
の
規
制
を
受
け
な
い
就
業
形
態
に
あ
り
、
超
過

勤
務
は
あ
り
え
な
い
の
で
、
三
六
協
定
に
は
無
縁
で
あ
る
か
ら
、
母
集
団
に

含
め
る
必
要
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
方
三
六
協
定
の
効
果
は
常
勤
・

非
常
勤
を
問
わ
ず
、
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
就
業
す
る
全
教
職
員
に
及
ぶ
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
三
六
協
定
に
無
関
係
と
は
い
い
難
く
、
母
集
団
に
含
め
る

べ
き
だ
と
す
る
見
解
も
あ
り
う
る
が
、
多
数
の
非
常
勤
教
員
を
抱
え
る
大
学

で
は
、
超
過
勤
務
に
無
縁
な
非
常
勤
教
員
に
よ
り
「
過
半
数
」
が
左
右
さ
れ

る
の
は
好
ま
し
く
な
い
の
で
、
母
集
団
か
ら
除
く
の
が
妥
当
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
母
集
団
を
構
成
す
る
の
は
常
勤
の
教
職
員
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

な
お
本
規
程
は
専
任
の
教
職
員
を
母
集
団
の
構
成
員
と
し
て
い
る
が
、
専

任
と
い
う
字
句
は
教
育
法
令
上
の
用
語
で
、
常
勤
と
は
概
念
的
に
一
致
せ
ず
、

非
常
勤
的
就
業
で
あ
っ
て
も
専
任
扱
い
を
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
大
学
設

置
基
準
一
二
条
は
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
母
集
団
の
構
成
員
と
過
半

数
代
表
者
の
選
挙
権
者
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
も
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

理
事
兼
職
の
教
職
員
も
管
理
職
の
教
職
員
も
母
集
団
の
構
成
員
で
あ
る
が
、

理
事
は
使
用
者
で
あ
り
、
管
理
職
の
中
に
は
使
用
者
の
利
益
代
表
者
的
地
位

に
あ
る
管
理
職
者
も
お
り
、
こ
れ
ら
の
者
に
過
半
数
代
表
者
の
選
挙
権
を
認

め
る
べ
き
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
否
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
五
）
過
半
数
労
働
組
合
と
の
関
係

本
規
程
は
、
協
定
締
結
当
事
者
で
あ
る
「
過
半
数
代
表
者
」
に
関
す
る
規

程
で
あ
る
が
、
労
基
法
三
六
条
は
、
協
定
締
結
当
事
者
と
し
て
は
、
過
半
数

代
表
者
と
並
ん
で
過
半
数
労
働
組
合
を
規
定
し
て
い
る
。
本
規
程
の
定
め
る
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代
表
者
の
任
務
や
任
期
は
過
半
数
代
表
者
の
そ
れ
で
、
過
半
数
労
働
組
合
に

は
関
係
の
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
両
者
は
共
に
協
定
締
結
の
当
事
者
で
あ
る

か
ら
、
過
半
数
代
表
者
に
関
す
る
取
扱
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
労
働
組
合
が
当
事
者
に
な
る
場
合
の
こ
と
も
念
頭
に
置
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
取
扱
に
関
し
両
者
の
間
に
不

合
理
な
差
異
が
生
じ
て
は
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
本
規
程
が
そ
の
点
に
配
慮

し
て
い
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。

（
過
半
数
代
表
者
の
任
務
）

第
二
条

過
半
数
代
表
者
の
任
務
は
、
労
働
基
準
法
そ
の
他
の
関
係
法
令

に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

二

過
半
数
代
表
者
は
、
前
項
の
任
務
を
遂
行
す
る
に
際
し
て
広
く

本
学
の
専
任
教
職
員
及
び
定
期
臨
時
職
員
（
以
下
「
専
任
教
職
員

等
」
と
い
う
。）
の
意
見
を
求
め
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

〈
検
討
〉

（
一
）
代
表
者
の
常
設
化

本
条
は
、
過
半
数
代
表
者
の
任
務
を
定
め
て
い
る
が
、
第
五
条
の
任
期
の

定
め
と
相
俟
っ
て
選
出
さ
れ
た
代
表
者
は
、
そ
の
任
期
中
過
半
数
の
教
職
員

の
代
表
者
と
し
て
、
法
令
に
定
め
る
「
過
半
数
代
表
者
」
の
役
目
を
果
た
す

こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
本
規
程
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
代
表
者
は
、
当
面

の
三
六
協
定
の
締
結
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
法
令
が
規
定
す
る

「
過
半
数
代
表
者
」
と
し
て
も
活
動
す
る
任
期
一
年
の
常
設
的
存
在
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
労
基
法
三
六
条
は
、
協
定
の
有
効
期
間
は
予
定
し
て
い
る
が
、

代
表
者
の
任
期
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
し
、
過
半
数
代
表
者
と
の
協
定

を
規
定
す
る
他
の
法
条
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
労
基
法
は
、
代
表
者
を

協
定
締
結
の
都
度
選
出
さ
れ
る
一
時
的
存
在
と
し
て
意
識
し
て
い
る
と
い
っ

て
よ
い
。

（
二
）
常
設
代
表
者
の
権
限

代
表
者
を
継
続
的
、
常
設
的
存
在
と
し
て
扱
う
に
し
て
も
、
協
定
締
結
の

都
度
、
過
半
数
の
要
件
の
具
備
や
過
半
数
の
意
向
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、

任
期
中
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
検
認
を
省
略
す
る
こ
と
は
、
許
さ
れ
な
い
か
ら
、

や
は
り
代
表
者
資
格
の
継
続
は
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
も
し
代
表
者
の
資

格
が
、
任
期
中
継
続
し
、
そ
の
期
間
中
に
使
用
者
と
の
協
定
を
必
要
と
す
る

事
態
が
生
じ
た
場
合
、
常
に
学
園
の
要
求
に
応
じ
て
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

に
な
る
と
す
れ
ば
、
協
定
に
反
対
す
る
教
職
員
等
か
ら
代
表
者
の
選
出
を
拒

否
す
る
機
会
を
奪
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
尤
も
代
表
者
に
は
第
二
条

二
項
の
意
見
聴
取
の
努
力
義
務
は
あ
る
の
で
、
も
し
過
半
数
の
教
職
員
の
意

向
が
協
定
反
対
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
場
合
、
任
期
中
に
あ
る
、
こ
の
常
設

的
代
表
者
が
協
定
締
結
を
拒
否
で
き
る
の
か
ど
う
か
明
ら
か
で
は
な
い
し
、

ま
た
当
該
協
定
を
締
結
す
る
た
め
に
選
出
さ
れ
た
代
表
者
に
対
し
、
協
定
内

容
未
確
定
の
他
の
協
定
に
つ
い
て
、
締
結
の
是
非
を
判
断
す
る
権
限
ま
で
も

一
任
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
規
程
の
意
図
す
る
よ
う
な
常
設
的
代
表
者
の
選
出
は
、
労
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基
法
第
三
六
条
の
予
定
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
別
の
問
題
で

あ
っ
て
、
学
園
と
教
職
員
と
の
間
で
別
途
論
議
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
か
か

る
常
設
的
代
表
者
の
選
出
は
、
教
職
員
の
超
過
勤
務
協
定
に
対
す
る
協
力
義

務
の
埒
外
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
本
規
程
が
継
続
的
、
常
設

的
代
表
者
の
選
出
規
程
で
あ
れ
ば
、
教
職
員
は
そ
の
選
出
に
協
力
す
る
必
要

は
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

な
お
代
表
者
の
任
期
を
定
め
た
第
五
条
は
、
但
し
書
き
で
、
代
表
者
が

「
そ
の
任
期
中
に
前
条
但
し
書
き
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り

資
格
を
喪
失
し
た
場
合
そ
の
他
代
表
者
と
し
て
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
」
に
は
選
挙
を
行
う
と
規
定
し
て
い
る
が
、
任
期
中
母

集
団
の
過
半
数
が
組
合
員
に
な
っ
た
場
合
の
代
表
資
格
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、

第
一
二
条
に
一
応
の
定
め
は
あ
る
も
の
の
、
代
表
者
と
し
て
の
地
位
を
失
う

の
か
、
そ
れ
と
も
代
表
者
と
し
て
の
権
限
が
停
止
さ
れ
、
協
定
締
結
権
限
を

失
う
だ
け
な
の
か
明
確
で
な
い
。

（
三
）
労
基
法
の
規
定
す
る
協
定
締
結
当
事
者

本
条
は
、
代
表
者
の
任
務
を
、
労
基
法
等
の
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
と
規

定
し
て
い
る
が
、
過
半
数
代
表
者
と
使
用
者
と
の
協
定
を
定
め
る
、
い
ず
れ

の
規
定
に
お
い
て
も
、
過
半
数
代
表
者
を
単
に
協
定
締
結
の
当
事
者
と
し
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。

問
題
は
、
こ
の
労
基
法
の
規
定
を
い
か
に
解
す
る
か
で
あ
る
。
総
論
的
部

分
で
も
触
れ
た
が
、
使
用
者
が
過
半
数
労
働
組
合
も
し
く
は
過
半
数
代
表
者

と
書
面
で
協
定
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
単
に
協
定
調
印
者
を
示
す
も
の
と
形

式
的
に
理
解
す
る
か
、
そ
れ
と
も
過
半
数
労
働
組
合
員
も
し
く
は
過
半
数
労

働
者
に
よ
り
、
協
定
締
結
の
権
限
を
付
与
さ
れ
た
労
働
組
合
も
し
く
は
代
表

者
を
意
味
す
る
と
実
質
的
に
解
す
る
か
で
あ
る
。

協
定
は
使
用
者
が
刑
事
免
責
を
受
け
る
手
段
に
過
ぎ
な
い
が
、
労
働
者
に

と
っ
て
は
、
三
六
協
定
の
有
無
は
、
超
過
勤
務
を
合
法
的
に
義
務
付
け
ら
れ

る
か
否
か
と
い
う
自
己
の
福
祉
や
健
康
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
協

定
を
締
結
す
る
か
、
拒
否
す
る
か
は
、
過
半
数
の
労
働
者
の
意
見
に
従
う
べ

き
で
あ
り
、
代
表
者
の
判
断
に
一
任
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の

で
、
前
者
の
解
釈
を
正
当
と
す
べ
き
で
あ
る
。
後
者
で
は
過
半
数
の
代
表
者

と
さ
れ
た
労
働
者
に
協
定
締
結
の
是
非
の
判
断
を
委
ね
る
の
に
反
し
、
前
者

で
は
代
表
者
は
過
半
数
の
労
働
者
の
意
向
を
代
行
す
る
だ
け
で
、
自
己
の
判

断
で
協
定
締
結
の
是
非
を
決
め
る
立
場
に
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

過
半
数
労
働
者
の
意
向
の
確
認
は
、
選
出
さ
れ
た
代
表
者
の
手
で
改
め
て

協
定
案
を
提
示
し
て
賛
否
を
問
う
方
法
で
は
な
く
、
代
表
者
選
出
に
あ
た
り
、

如
何
な
る
協
定
を
締
結
す
る
た
め
の
代
表
者
選
出
か
を
明
ら
か
に
し
て
投
票

を
求
め
る
方
法
に
よ
っ
て
も
可
能
な
の
で
、
こ
の
方
法
に
よ
る
の
が
実
際
的

で
あ
る
。
投
票
す
る
者
は
協
定
締
結
賛
成
者
で
あ
り
、
反
対
者
は
投
票
に
参

加
し
な
い
筈
で
あ
る
。

代
表
者
は
、
選
挙
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
過
半
数
労
働
者
の
協
定
賛
成
の

意
向
に
従
っ
て
、
協
定
を
締
結
す
る
の
が
、
そ
の
役
目
と
解
す
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
代
表
者
は
、
過
半
数
労
働
者
の
意
向
を
知
る
た
め
に
も
、
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夫
々
の
協
定
の
都
度
、
選
出
さ
れ
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
過
半
数
労
働
組

合
の
場
合
を
考
え
て
も
、
労
働
組
合
の
代
表
資
格
が
個
々
の
協
定
を
離
れ
て

継
続
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
は
、
組
合
意
思
の
決
定
手
続
の
上
か
ら
無
理

で
あ
ろ
う
。

前
述
の
総
論
的
部
分
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、「
過
半
数
」
労
働
組
合
も
し
く

は
「
過
半
数
」
代
表
者
と
使
用
者
と
の
協
定
を
定
め
る
労
基
法
の
規
定
の
法

意
が
今
一
つ
不
分
明
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

（
四
）
代
表
者
の
意
見
聴
取
の
努
力
義
務

本
条
二
項
は
、
代
表
者
は
任
務
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
は
、
広
く
専
任
教
職

員
等
の
意
見
を
求
め
る
よ
う
努
力
す
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規

定
が
過
半
数
労
働
者
の
意
見
集
約
義
務
を
代
表
者
に
課
し
た
も
の
で
な
い
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
代
表
者
を
継
続
的
存
在
と
す
る
本
規
程
の
立
場
で
は
、
必

要
な
規
定
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

代
表
資
格
を
一
時
的
な
も
の
と
す
る
立
場
で
は
、
労
働
者
の
当
該
協
定
に

対
す
る
意
向
は
、
そ
の
投
票
行
為
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
て
お
り
、
投
票
者
数

が
過
半
数
に
達
し
て
い
れ
ば
、
過
半
数
労
働
者
が
協
定
賛
成
者
と
し
て
当
該

代
表
者
を
選
ん
だ
こ
と
に
な
る
の
で
、
代
表
者
に
選
出
さ
れ
て
か
ら
の
事
後

の
意
見
聴
取
は
あ
り
え
な
い
。
代
表
者
を
当
該
協
定
の
調
印
者
に
過
ぎ
ず
一

時
的
存
在
で
あ
る
と
観
る
立
場
か
ら
は
不
用
の
規
定
で
あ
る
。

（
五
）
代
表
者
の
選
出
母
体
と
教
職
員
組
合

こ
の
過
半
数
代
表
者
の
選
出
母
体
で
あ
る
「
過
半
数
」
教
職
員
と
既
存
の

教
職
員
組
合
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
本
規
程
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
代
表

者
を
常
設
的
な
も
の
と
し
、
第
三
条
所
定
の
副
代
表
者
と
共
に
任
期
中
各
種

の
協
定
を
締
結
す
る
任
務
を
担
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
選
出
母
体
で
あ
る
「
過

半
数
」
教
職
員
も
組
織
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
学
園
は
そ
の
組
織
化
し
た

集
団
の
活
動
を
当
然
容
認
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
過
半
数
集
団
の
活
動
目

的
が
教
職
員
の
労
働
環
境
の
改
善
向
上
に
向
け
ら
れ
る
な
ら
ば
（
三
六
協
定

の
可
否
も
そ
の
一
つ
と
い
え
る
。）、
そ
の
集
団
は
労
働
組
合
的
性
格
を
帯
び

る
こ
と
に
な
る
。

学
園
に
教
職
員
組
合
が
既
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
本
規
程
に
基
づ
き
学

園
主
導
で
組
織
さ
れ
た
過
半
数
集
団
は
、
法
外
の
第
二
組
合
的
存
在
と
な
り

う
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
し
学
園
が
協
定
締
結
を
理
由
に
既

存
の
労
働
組
合
を
切
り
崩
す
目
的
で
、
こ
の
過
半
数
集
団
に
よ
る
代
表
者
選

出
を
支
援
す
る
な
ら
ば
不
当
労
働
行
為
に
該
当
す
る
虞
が
あ
る
。

「
過
半
数
」
の
中
に
は
、
非
組
合
員
の
み
な
ら
ず
、
協
定
締
結
資
格
を
有
し

な
い
労
働
組
合
の
組
合
員
を
も
含
む
こ
と
に
な
る
が
、
当
の
労
働
組
合
が
三

六
協
定
の
締
結
に
労
働
組
合
と
し
て
反
対
の
決
議
を
し
て
い
る
の
に
、
組
合

員
を
し
て
非
組
合
員
と
共
に
過
半
数
代
表
者
の
選
出
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
は
、

代
表
者
選
出
が
協
定
締
結
の
た
め
で
あ
る
以
上
、
当
該
組
合
員
を
労
働
組
合

の
統
制
に
違
反
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
矢
張
り
不
当
労
働
行
為
の
問
題
を
提

起
す
る
。

（
六
）
代
表
者
の
意
見
聴
取
努
力
義
務

本
条
第
二
項
は
、
過
半
数
代
表
者
に
対
し
、
専
任
教
職
員
の
意
見
を
広
く

聴
取
す
べ
き
努
力
義
務
を
課
し
て
い
る
が
、
こ
の
意
見
聴
取
努
力
義
務
は
、
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過
半
数
集
団
の
母
集
団
を
構
成
す
る
教
職
員
か
ら
の
意
見
聴
取
を
意
味
す
る
。

同
様
に
過
半
数
労
働
組
合
の
場
合
も
、
組
合
員
だ
け
で
な
く
非
組
合
員
か
ら

も
意
見
を
聴
取
す
る
努
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

本
条
二
項
は
、
意
見
聴
取
の
義
務
で
は
な
く
、
そ
の
努
力
義
務
を
代
表
者

に
課
し
て
い
る
に
と
ど
ま
る
が
、
投
票
に
参
加
す
る
教
職
員
は
、
立
候
補
者

を
三
六
協
定
の
調
印
者
と
し
て
投
票
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
投
票
者
は
協
定

賛
成
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
投
票
者
が
協
定
に
つ
い
て
賛
否
の
判
断
を

す
る
た
め
に
は
当
然
当
該
協
定
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
が
必
要
で
あ
る
。
こ

の
情
報
開
示
は
、
代
表
者
選
出
の
前
提
と
し
て
使
用
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
代
表
者
選
出
前
の
情
報
開
示
が
あ
っ
て
こ
そ
教
職

員
の
意
見
が
形
成
さ
れ
投
票
を
通
じ
て
表
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

本
条
二
項
は
、
代
表
者
の
継
続
的
存
在
を
前
提
と
し
た
規
定
で
あ
り
、
協

定
の
都
度
、
代
表
者
を
選
出
す
る
の
が
労
基
法
の
建
前
で
あ
る
と
す
る
見
解

の
下
で
は
、
無
用
の
規
定
と
い
っ
て
よ
く
、
ま
た
こ
の
代
表
者
に
よ
る
意
見

聴
取
の
義
務
を
認
め
る
こ
と
は
、
代
表
者
に
協
定
可
否
の
決
定
権
限
を
認
め

る
こ
と
に
も
な
る
。
母
集
団
を
構
成
す
る
教
職
員
の
意
見
を
聴
く
こ
と
を
義

務
付
け
て
い
る
の
は
代
表
者
に
そ
れ
を
資
料
と
し
て
協
定
の
是
非
を
判
断
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
に
な
り
、
代
表
者
に
判
断
権
を
付
与
し
た
こ
と
の

証
左
と
な
る
が
、
そ
れ
で
い
い
で
あ
ろ
う
か
。

使
用
者
が
刑
事
免
責
を
得
る
た
め
に
は
、
母
集
団
に
属
す
る
教
職
員
の
過

半
数
が
、
協
定
に
賛
成
し
て
お
り
、
そ
の
協
定
賛
成
の
「
過
半
数
」
が
選
出

し
た
代
表
者
と
、
或
は
協
定
賛
成
の
「
過
半
数
」
が
組
合
員
で
あ
る
労
働
組

合
の
代
表
者
と
、
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
に

お
い
て
も
、
母
集
団
を
構
成
す
る
全
教
職
員
に
対
し
、
事
前
に
賛
否
の
判
断

に
必
要
な
当
該
協
定
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
情
報
の
提
供
と
質
問
や
意
見
に
対
す
る
説
明
や
応
答
は
、
協
定
案
を
提

示
す
る
使
用
者
で
あ
る
学
園
の
役
目
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
代
表
者
が

継
続
的
存
在
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
一
時
的
存
在
だ
と
す
れ
ば
、
選
出
さ
れ

て
か
ら
教
職
員
の
意
見
を
広
く
聴
く
の
で
は
遅
過
ぎ
る
の
で
あ
る
。

本
規
程
に
よ
り
当
該
立
候
補
者
を
代
表
者
に
選
ん
だ
「
過
半
数
」
の
教
職

員
に
し
て
も
、
協
定
の
賛
否
の
決
定
権
を
全
面
的
に
代
表
者
に
授
権
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
も
し
無
条
件
の
全
面
委
任
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
集
団
意
思
に

よ
り
超
過
勤
務
の
可
否
を
判
断
さ
せ
る
と
い
う
労
基
法
三
六
条
の
目
的
に
反

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
第
二
項
の
規
定
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

（
七
）
代
表
者
の
協
定
案
の
修
正
権
限

代
表
者
の
権
限
と
し
て
検
討
を
要
す
る
の
は
、
選
出
さ
れ
る
代
表
者
に
協

定
案
の
修
正
に
応
じ
る
権
限
及
び
修
正
を
求
め
る
権
限
の
有
無
で
あ
る
。
過

半
数
代
表
者
は
協
定
賛
成
者
の
代
表
者
で
あ
る
と
す
る
立
場
で
は
、
過
半
数

の
協
定
賛
成
者
は
、
使
用
者
の
提
示
し
た
協
定
案
に
基
づ
き
賛
否
を
決
め
て

お
り
、
変
更
権
限
付
き
で
代
表
者
を
選
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
、
些

少
の
変
更
は
別
と
し
て
、
代
表
者
に
は
、
原
則
と
し
て
、
修
正
変
更
権
は
な

い
と
解
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
代
表
者
に
は
協
定
の
可
否
の
判
断
を
一
任
し
て
い
る
と
解

す
る
立
場
か
ら
は
、
修
正
権
は
当
然
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
代
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表
者
側
か
ら
発
動
す
る
修
正
の
場
合
で
あ
る
が
、
代
表
者
選
出
後
の
学
園
に

よ
る
協
定
案
の
修
正
の
場
合
は
ど
う
扱
う
べ
き
か
で
あ
る
。
そ
の
方
法
は
と

も
か
く
と
し
て
、
代
表
者
は
そ
の
修
正
案
を
過
半
数
賛
成
者
に
提
示
し
て
改

め
て
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
母
集
団
に
属
す
る
教
職
員
に

対
す
る
意
見
聴
取
を
不
要
に
す
る
た
め
に
は
協
定
案
の
内
容
が
確
定
し
て
か

ら
代
表
者
を
選
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
協
定
の
内
容
に
つ
い
て
は
既
存
の
教

職
員
労
働
組
合
の
協
力
を
う
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
当
該
労
働
組

合
が
組
合
員
の
不
足
か
ら
協
定
締
結
資
格
が
な
い
と
し
て
も
、
教
職
員
組
合

員
の
労
働
条
件
の
維
持
向
上
が
そ
の
存
在
目
的
で
あ
る
教
職
員
集
団
と
し
て
、

協
定
案
の
作
成
に
参
加
し
て
も
ら
う
の
が
実
際
的
で
あ
ろ
う
。

本
条
一
項
は
、
選
出
さ
れ
た
代
表
者
の
任
務
を
「
関
係
法
令
の
定
め
る
と

こ
ろ
」
に
よ
る
と
し
て
い
る
が
、
関
係
法
令
は
過
半
数
代
表
者
を
労
働
者
側

の
協
定
の
締
結
当
事
者
と
規
定
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
代
表
者
の
任

務
な
い
し
権
限
は
、
協
定
案
に
同
意
し
、
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
尽
き
る

こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
代
表
者
に
は
、
使
用
者
の
提
示
す
る
協
定
案
に

対
す
る
修
正
や
協
定
拒
否
等
の
裁
量
権
限
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

（
過
半
数
代
表
者
）

第
三
条

過
半
数
代
表
者
（
以
下
「
代
表
者
」
と
い
う
。）
の
ほ
か
副
代

表
者
一
名
（
以
下
「
過
半
数
代
表
者
等
」
と
い
う
。）
を
置
く
。

副
代
表
者
は
代
表
者
を
補
佐
す
る
。

〈
検
討
〉

代
表
者
を
継
続
的
常
設
的
存
在
と
し
た
結
果
必
要
に
な
っ
た
役
職
で
あ
る
。

副
代
表
者
を
設
け
る
こ
と
は
、
教
職
員
の
過
半
数
集
団
の
代
表
機
関
の
固
定

化
で
あ
り
疑
問
で
あ
る
。

（
過
半
数
代
表
者
等
の
資
格
）

第
四
条

過
半
数
代
表
者
等
と
し
て
選
出
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る
者
（
以

下
「
被
選
挙
権
者
」
と
い
う
。）
は
、
過
半
数
代
表
者
等
を
選
出
す

る
た
め
の
選
挙
（「
選
挙
」
と
い
う
。）
の
公
示
の
日
に
、
本
学
専

任
教
職
員
等
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

も
の
と
す
る
。

─
─
学
長
以
下
の
管
理
職
列
記
─
─

〈
検
討
〉

本
条
は
、
代
表
者
選
出
に
お
け
る
被
選
挙
権
者
を
定
め
て
い
る
が
、
そ
の

範
囲
を
施
行
規
則
六
条
の
二
の
一
号
の
規
定
す
る
労
基
法
四
一
条
二
号
所
定

の
「
管
理
・
監
督
」
者
を
超
え
て
管
理
職
全
員
を
被
選
挙
権
を
有
し
な
い
者

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
が
管
理
職
で
あ
る
た
め
か
、
そ
れ
と
も
労
働
時

間
に
制
限
を
受
け
な
い
地
位
に
あ
る
た
め
か
明
確
で
な
い
。
も
し
後
者
で
あ

れ
ば
労
働
時
間
に
規
制
を
受
け
な
い
管
理
職
の
教
職
員
が
第
六
条
に
よ
り
、

過
半
数
代
表
者
の
選
挙
権
を
も
つ
こ
と
は
理
に
合
わ
な
い
。

尤
も
協
定
の
効
力
が
母
集
団
を
構
成
す
る
労
働
者
全
員
に
及
ぶ
こ
と
を
理

由
に
そ
の
選
挙
権
を
肯
定
す
る
見
解
も
有
力
で
あ
る
が
、
本
学
で
は
課
長
職

以
上
の
管
理
職
者
が
多
数
お
り
、
代
表
者
選
挙
の
結
果
を
左
右
で
き
る
勢
力
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五
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五
五

た
り
う
る
。
こ
れ
で
は
学
園
が
非
組
合
員
を
主
体
と
す
る
過
半
数
集
団
に
肩

入
れ
す
る
規
定
と
い
わ
れ
る
虞
が
あ
る
。

施
行
規
則
六
条
の
二
が
、
管
理
・
監
督
の
地
位
に
あ
る
者
を
被
選
挙
権
者

か
ら
排
除
す
る
の
は
、「
管
理
・
監
督
」
者
が
、
労
基
法
一
〇
条
の
「
使
用

者
」
に
該
当
す
る
た
め
で
あ
る
が
、
本
条
は
管
理
職
一
般
を
「
管
理
・
監
督
」

者
と
解
し
て
、
被
選
挙
権
者
か
ら
除
外
し
な
が
ら
、
選
挙
権
は
認
め
て
い
る

の
は
背
理
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
過
半
数
代
表
者
の
選
出
は
、
従
業
員
の
職
務
と
は
無
関
係
で
、

従
業
員
の
身
分
で
、
選
び
選
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
か
、
そ
の
手
続
か
ら
除
外

さ
れ
る
の
は
、
使
用
者
の
地
位
を
有
す
る
「
管
理
職
」
の
教
職
員
に
限
ら
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
し
て
も
、
一
般
の
管
理
職
者
を
被
選
挙

権
者
か
ら
外
し
な
が
ら
、
選
挙
権
を
認
め
る
の
は
不
当
で
あ
る
。
選
挙
権
を

認
め
る
な
ら
被
選
挙
権
も
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

（
過
半
数
代
表
者
等
の
任
期
）

第
五
条

過
半
数
代
表
者
等
の
任
期
は
、
学
校
法
人
修
道
学
園
理
事
長

（
以
下
「
理
事
長
」
と
い
う
。）
が
第
七
条
に
定
め
る
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
か
ら
過
半
数
代
表
者
等
を
選
出
し
た
こ
と
の
通
知
を

受
け
た
日
か
ら
一
年
間
と
す
る
。
た
だ
し
代
表
者
が
そ
の
任
期
中

に
前
条
た
だ
し
書
き
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り

資
格
を
喪
失
し
た
場
合
そ
の
他
代
表
者
と
し
て
の
任
務
を
遂
行
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
選
挙
を
行
う
。

〈
検
討
〉

本
条
は
過
半
数
代
表
者
ら
の
任
期
を
一
年
と
し
、
任
期
途
中
で
「
前
条
但

し
書
き
」
の
各
号
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、
と

規
定
し
て
い
る
が
、
第
四
条
に
は
但
し
書
き
は
な
い
の
で
「
第
四
条
各
号
」

の
誤
り
で
あ
る
が
、
任
期
を
一
年
と
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く

協
定
の
有
効
期
間
と
平
仄
を
合
わ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
労
基
法
は
代

表
者
の
任
期
を
予
定
し
て
い
な
い
し
、
学
園
側
が
任
期
を
決
め
る
の
も
疑
問

で
あ
る
。

代
表
者
が
そ
の
任
期
中
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
等
代
表
者
と
し
て
の
任
務

を
遂
行
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
は
選
挙
を
行
い
、
新
た
な
代
表
者
を
選
出
す

る
と
す
る
の
が
本
条
の
規
定
で
あ
る
。
代
表
者
が
任
務
を
遂
行
で
き
な
い
場

合
に
は
、
代
表
者
の
任
期
中
、
過
半
数
労
働
組
合
が
存
在
す
る
に
至
っ
た
場

合
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
場
合
は
選
挙
は
無
意
味
で
あ
る
の
で
本
条
の
適
用
外

と
な
る
が
、
そ
の
際
の
取
扱
が
問
題
で
あ
る
。
後
記
の
一
二
条
は
、
そ
の
際

の
取
扱
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
同
条
は
「
こ
の
規
程
は
運
用
を
中
止
す

る
。」
と
し
て
い
る
。「
運
用
の
中
止
」
と
は
、
過
半
数
代
表
者
と
し
て
三
六

協
定
を
締
結
す
る
こ
と
を
取
り
止
め
る
意
か
、
そ
れ
と
も
代
表
者
の
資
格
を

喪
失
さ
せ
る
こ
と
か
判
然
と
し
な
い
が
、
同
条
は
、
代
表
者
の
地
位
は
任
期

中
依
然
継
続
し
、
た
だ
協
定
締
結
の
権
限
を
失
う
に
過
ぎ
な
い
と
解
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
解
釈
か
ら
す
る
と
、
教
職
員
組
合
の
組
合
員
が
過
半
数
を
割
れ
ば
、

過
半
数
代
表
者
は
自
動
的
に
協
定
締
結
権
限
を
回
復
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
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）

五
六

ん
と
な
れ
ば
、
本
規
程
は
過
半
数
代
表
者
は
、
一
旦
選
出
さ
れ
る
と
、
そ
の

任
期
中
は
選
出
母
体
の
構
成
人
数
に
変
動
が
あ
っ
て
も
代
表
資
格
に
は
影
響

し
な
い
と
す
る
立
場
を
採
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
過
半
数

代
表
者
等
を
し
て
そ
の
任
期
中
資
格
・
権
限
の
存
続
す
る
存
在
と
す
る
こ
と

自
体
問
題
で
あ
り
、
教
職
員
組
合
が
協
定
締
結
資
格
を
取
得
し
た
以
上
、
過

半
数
代
表
者
は
当
然
そ
の
存
在
を
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
過
半
数
代
表
者
等
の
選
出
）

第
六
条

過
半
数
代
表
者
等
は
、
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
。

２

選
挙
権
を
有
す
る
者
（
以
下
「
選
挙
権
者
」
と
い
う
。）
は
、

選
挙
の
公
示
日
に
お
け
る
本
学
の
専
任
教
職
員
等
と
す
る
。
た
だ

し
、
学
校
法
人
修
道
学
園
理
事
を
除
く
。

〈
検
討
〉

ま
ず
本
条
二
項
の
「
但
し
書
き
」
で
あ
る
。
学
園
理
事
は
使
用
者
で
あ
る

か
ら
過
半
数
代
表
者
の
選
挙
権
を
有
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
但
し
書

き
の
趣
旨
は
、
教
職
員
で
理
事
を
兼
任
す
る
学
長
、
副
学
長
、
学
部
長
及
び

法
人
事
務
局
長
等
に
つ
い
て
選
挙
権
を
否
定
す
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
れ
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
管
理
職
に
は
選
挙
権
を
認
め
て
も
差
し
支

え
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
理
事
で
な
く
て
も
使
用
者
の
利
益
代
表
者
的
地
位

に
あ
る
労
基
法
四
一
条
二
号
所
定
の
「
管
理
・
監
督
」
者
に
該
る
管
理
職
は
、

同
様
に
選
挙
権
を
否
定
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
管
理
職
は
労
基
法
一
〇

条
の
「
使
用
者
」
に
該
当
す
る
の
で
労
働
者
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
時

間
外
勤
務
の
義
務
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
選
挙
権
は
認
め
る
べ
き
で
は
な

い
。（

過
半
数
代
表
者
等
選
挙
管
理
委
員
会
）

第
七
条

選
挙
事
務
（
立
候
補
の
受
付
、
選
挙
日
程
の
決
定
と
周
知
、
開

票
、
選
出
者
の
決
定
等
）
を
遂
行
す
る
た
め
に
選
挙
権
者
一
二
名

で
、
構
成
す
る
過
半
数
代
表
者
等
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下
「
選

挙
管
理
委
員
会
」
と
い
う
。）
を
設
け
る
。

２

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
（
以
下
「
委
員
」
と
い
う
。）
は
、
次

項
に
定
め
る
指
名
に
基
づ
き
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

３

商
学
部
長
、
人
文
学
部
長
、
法
学
部
長
、
経
済
科
学
部
長
、
人

間
環
境
学
部
長
、
大
学
院
法
務
研
究
科
長
、
総
務
課
長
、
財
務
課

長
、
学
生
課
長
、
教
務
課
長
は
各
所
属
の
選
挙
権
者
か
ら
各
一
名
、

大
学
事
務
局
長
は
、
そ
の
他
の
選
挙
権
者
か
ら
二
名
を
委
員
と
し

て
指
名
す
る
。

４

委
員
は
、
過
半
数
代
表
者
等
の
候
補
者
又
は
推
薦
者
と
な
っ
た

場
合
、
委
員
と
し
て
の
資
格
を
失
う
。

５

前
項
の
理
由
に
よ
り
委
員
と
し
て
資
格
を
失
い
欠
員
と
な
っ
た

委
員
の
指
名
に
つ
い
て
は
、
第
三
項
を
準
用
す
る
。

６

選
挙
管
理
委
員
会
に
委
員
長
を
置
く
。
委
員
長
は
委
員
の
互
選

に
よ
っ
て
決
め
る
。

〈
検
討
〉
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五
七

（
一
）
「
委
員
」
の
職
の
委
嘱
及
び
指
名
の
法
的
性
格

本
条
は
、
理
事
長
が
委
嘱
す
る
一
二
名
の
専
任
教
職
員
で
構
成
さ
れ
る
選

挙
管
理
委
員
会
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
そ
の
委
嘱
は
、
本
条
三
項
記
載
の
各

管
理
職
者
が
指
名
す
る
選
挙
権
者
で
あ
る
教
職
員
に
対
し
て
な
さ
れ
る
。
こ

こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
理
事
長
の
委
嘱
権
と
所
定
管
理
職
者
の
指
名
権
で

あ
る
。
委
嘱
は
任
用
の
一
形
式
で
あ
る
か
ら
、「
委
嘱
」
は
人
事
権
者
で
あ
る

理
事
長
の
任
命
権
の
行
使
で
あ
り
、「
指
名
」
は
管
理
職
の
指
揮
・
監
督
権
の

行
使
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
理
事
長
の
委
嘱
は
、
学
園
の
職
に
つ
い
て
な
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
選
挙
管
理
委
員
の
「
職
」
は
、
学
園
の
職
で
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
の
部
署
は
学
園
の
業
務
組
織
の
一
部
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
委
員
の
職
は
学
園
の
職
で
あ
ろ
う
か
。
検
証
の
必
要
が
あ
る
。

（
二
）
委
員
の
「
職
」
の
所
属
先

委
員
の
「
職
」
が
学
園
の
職
で
あ
れ
ば
、
学
園
の
管
理
職
者
が
そ
の
指
揮

監
督
下
に
あ
る
部
下
教
職
員
を
委
員
候
補
に
指
名
で
き
る
が
、
そ
う
で
な
け

れ
ば
委
嘱
も
指
名
も
あ
り
え
な
い
。
本
条
は
、
過
半
数
代
表
者
の
選
出
自
体

を
学
園
の
業
務
と
し
て
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
代
表
者
の
選
出
は
、

教
職
員
が
そ
の
職
務
を
離
れ
て
従
業
員
と
し
て
活
動
す
る
領
域
の
問
題
で

あ
っ
て
、
学
園
の
業
務
管
理
外
の
事
項
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
学
園
の
業
務

に
属
さ
な
い
。
た
だ
過
半
数
代
表
者
の
選
出
の
「
支
援
」
は
、
学
園
の
業
務

と
な
り
得
る
の
で
、
支
援
業
務
に
従
事
す
る
教
職
員
の
部
署
は
、
学
園
の
業

務
上
の
「
職
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
斯
く
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
労
働
契
約
に
お
い
て
労
使

間
に
超
過
勤
務
の
合
意
が
成
立
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
合
意
が
有
効
と
さ

れ
、
教
職
員
側
に
三
六
協
定
締
結
の
協
力
義
務
が
生
じ
、
そ
の
履
行
の
た
め

に
、
学
園
側
の
支
援
を
必
要
と
す
る
場
合
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ

の
「
職
」
は
臨
時
か
つ
一
時
的
な
「
職
」
に
過
ぎ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
本
条
は
、
教
職
員
側
の
支
援
要
請
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
代
表

者
の
「
選
挙
管
理
」
を
学
園
の
業
務
と
し
、
選
挙
管
理
委
員
の
役
務
を
学
園

の
職
と
し
て
取
り
扱
う
点
で
賛
成
で
き
な
い
。

（
三
）
「
指
名
」
及
び
「
委
嘱
」
の
受
諾
義
務

本
規
程
第
一
五
条
は
、
本
規
程
に
関
す
る
事
務
は
、
法
人
（
学
園
）
事
務

局
総
務
課
が
所
管
す
る
と
定
め
て
い
る
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
の
職
は
、
学

園
総
務
課
の
職
と
な
り
、
総
務
課
長
の
指
揮
監
督
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

本
条
の
「
選
挙
管
理
事
務
」
の
職
が
、
法
人
事
務
局
の
職
で
あ
れ
ば
、
そ
の

職
は
大
学
の
「
校
務
」
に
は
属
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
学
長
の
権
限
外
の
業
務

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
そ
の
業
務
は
学
事
に
関
し
な
い
の
で
、
教
員

の
本
来
の
職
務
で
は
な
く
、
教
員
の
従
業
員
身
分
に
基
づ
く
特
別
の
業
務
に

な
る
か
ら
、
教
員
に
選
挙
管
理
委
員
を
委
嘱
す
る
に
は
、
当
人
の
同
意
が
必

要
で
あ
る
。
同
様
に
学
部
長
及
び
研
究
科
長
等
「
学
事
」
管
理
職
の
教
員
に

対
す
る
「
委
員
」
候
補
の
「
指
名
」
も
学
園
の
業
務
で
あ
っ
て
、
大
学
の
「
校

務
」
で
は
な
い
の
で
、
当
該
学
事
管
理
職
者
の
指
名
は
職
務
命
令
と
は
い
い

難
い
か
ら
、
指
名
を
受
諾
す
る
か
ど
う
か
は
、
指
名
さ
れ
た
教
員
の
自
由
で

あ
る
。

こ
れ
に
対
し
事
務
職
員
の
場
合
は
、
職
種
が
限
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、



＜

資
　
　
料＞

修
道
法
学
　
三
五
巻
　
一
号 

五
八
（
　
　
　
）

五
八

教
員
と
は
異
な
り
、
上
司
の
課
長
や
事
務
局
長
の
「
指
名
」
は
職
務
命
令
で

あ
り
、
こ
れ
に
従
う
義
務
を
負
う
が
、
そ
れ
は
大
学
の
職
員
と
し
て
で
は
な

く
、
法
人
事
務
局
の
職
員
と
し
て
あ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
大
学
の
管
理
職

は
大
学
の
職
員
で
あ
る
部
下
に
、
法
人
事
務
局
の
職
務
に
就
く
よ
う
指
示
す

る
権
限
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
権
限
を
有
す
る
の
は
人
事
権
者
で
あ
る

理
事
長
だ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
大
学
事
務
局
の
総
務
課
、
人
事
課
及
び
財
務
課
の
職
員
は
、
法

人
事
務
局
の
相
当
部
署
の
職
を
兼
務
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
大
学
職
員

は
法
人
事
務
局
の
職
を
兼
務
し
て
い
な
い
し
、
大
学
事
務
局
以
外
の
部
署
の

大
学
職
員
も
同
様
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
兼
務
職
員
で
な
い
大
学
の
教
務

部
、
学
生
部
の
課
長
は
部
下
の
課
員
に
指
名
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
権
限
外

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
大
学
事
務
局
長
の
指
名
権
行
使
に
つ
い
て
も
同
様
の

問
題
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
指
名
権
を
行
使
す
る
に
は
、
行
使
者
に
そ

の
権
限
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
点
は
、
指
名
拒
否
や
委
嘱
拒
否
が
職
務
命
令
違
反
と
し
て
懲
戒
事
由

に
な
る
か
ど
う
か
の
問
題
に
も
関
係
す
る
。
本
条
の
「
委
員
」
の
指
名
及
び

委
嘱
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
が
、
本
規
程
の
作
成
に
あ

た
り
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
の
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

も
し
大
学
の
管
理
職
に
対
し
、
本
条
の
選
挙
管
理
業
務
を
担
当
す
る
教
職

員
の
指
名
を
行
わ
せ
た
い
な
ら
ば
、
指
名
及
び
委
嘱
に
関
し
新
た
に
業
務
権

限
規
程
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

本
規
程
で
そ
の
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
と
の
主
張
も
あ
り
う
る
が
、
仮

に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
本
規
程
の
学
園
規
程
内
で
の
位
置
付
け
が
問
題
と
な

る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
学
園
が
選
挙
管
理
事
務
を
担
当
す
る
こ
と
は
、
過

半
数
代
表
者
の
選
出
を
学
園
の
主
導
で
行
な
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
過
半
数
代
表
者
等
の
立
候
補
）

第
八
条

過
半
数
代
表
者
等
に
立
候
補
す
る
者
（
以
下
「
立
候
補
者
」
と

い
う
。）
は
、
選
挙
権
者
三
名
以
上
の
推
薦
を
得
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

立
候
補
者
は
、
過
半
数
代
表
者
等
選
挙
立
候
補
届
書
（
別
紙
様

式
一
）
を
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
立
候
補
届
出
の
期
間
内
に

選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

立
候
補
届
出
の
期
間
内
に
立
候
補
者
が
い
な
い
場
合
、
選
挙
管

理
委
員
会
は
立
候
補
届
出
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
検
討
〉

本
条
及
び
後
記
第
一
〇
条
の
規
定
内
容
を
み
て
先
ず
感
じ
る
こ
と
は
、
そ

の
よ
う
な
綿
密
な
手
続
が
過
半
数
代
表
選
挙
に
必
要
な
の
か
と
い
う
疑
問
で

あ
る
。
本
規
程
の
立
案
者
は
、
選
出
さ
れ
る
代
表
者
を
三
六
協
定
締
結
の
要

否
を
判
断
す
る
権
限
を
有
す
る
者
と
し
、
そ
の
選
出
は
慎
重
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
代
表
者
に
は
そ
の
よ
う
な
裁
量
権
限
は

な
く
、
選
挙
目
的
を
知
ら
さ
れ
て
代
表
者
選
出
に
投
票
し
た
教
職
員
が
過
半

数
に
及
べ
ば
、
協
定
締
結
に
賛
成
と
い
う
集
団
意
思
が
表
明
さ
れ
た
こ
と
に
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な
る
の
で
、
選
出
さ
れ
た
代
表
者
に
は
、
そ
の
意
思
を
代
行
し
て
三
六
協
定

に
調
印
す
る
だ
け
の
役
割
し
か
な
い
と
解
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
本
規
程

の
定
め
る
代
表
者
選
出
手
続
は
過
剰
に
過
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

三
人
以
上
の
推
薦
者
が
何
故
必
要
な
の
か
で
あ
る
。

選
出
手
続
は
選
出
さ
れ
る
者
が
取
得
す
る
地
位
・
権
限
に
左
右
さ
れ
る
と

す
れ
ば
、
過
半
数
代
表
者
が
有
す
る
権
限
に
つ
い
て
、
ま
た
「
過
半
数
」
の

意
義
に
つ
い
て
、
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
立
候
補
届
出
書
及
び
推
薦
書
に
氏
名
の
外
「
職
位
」
の
記
載
欄
を
設

け
て
い
る
が
代
表
者
選
挙
へ
の
立
候
補
や
立
候
補
者
の
推
薦
等
は
、
教
職
員

と
し
て
の
地
位
で
行
う
の
で
は
な
く
、
職
務
を
離
れ
た
従
業
員
の
立
場
で
行

う
も
の
で
あ
る
か
ら
「
職
位
」
の
記
載
は
不
要
と
思
わ
れ
る
し
、
ま
た
投
票

も
記
名
投
票
と
す
る
必
要
も
な
い
。
記
名
投
票
と
す
る
と
、
協
定
反
対
の
た

め
、
投
票
を
棄
権
し
た
者
の
判
別
が
な
さ
れ
る
虞
が
あ
る
の
で
好
ま
し
く
な

い
。（

投
票
手
続
の
周
知
）

第
九
条

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
過
半
数
代
表
者
等
選
挙
の
公
示
日
に
お

い
て
、
掲
示
、
文
書
配
布
及
び
電
子
メ
ー
ル
等
の
方
法
に
よ
り
、

被
選
挙
権
者
に
対
し
て
、
過
半
数
代
表
者
等
選
挙
へ
の
立
候
補
届

出
の
期
間
、
選
挙
期
間
、
選
挙
日
そ
の
他
の
選
挙
手
続
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
を
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
検
討
〉

本
条
は
、
母
集
団
を
構
成
す
る
教
職
員
が
代
表
者
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
の
手
続
周
知
方
法
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
協
定
締
結
反

対
の
教
職
員
は
代
表
者
選
挙
に
参
加
す
る
必
要
は
な
い
の
で
、
選
挙
手
続
の

周
知
に
あ
た
り
、
本
選
挙
は
協
定
の
賛
否
を
問
う
選
挙
で
は
な
く
、
三
六
協

定
の
調
印
者
と
し
て
の
代
表
者
を
選
ぶ
選
挙
で
あ
る
か
ら
、
協
定
に
反
対
の

者
は
敢
え
て
選
挙
に
参
加
す
る
に
及
ば
な
い
こ
と
を
選
挙
権
者
に
告
知
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
文
末
の
「
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
は
「
周
知
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

（
選
挙
の
実
施
）

第
一
〇
条

理
事
長
は
選
挙
日
の
一
〇
日
前
ま
で
に
選
挙
の
公
示
を
行
う
。

２

選
挙
権
者
は
、
過
半
数
代
表
者
等
の
立
候
補
者
名
が
記
載
さ

れ
た
別
紙
様
式
二
（
選
出
用
）
又
は
別
紙
様
式
三
（
信
任
投
票

用
）
に
定
め
る
投
票
用
紙
を
も
っ
て
投
票
す
る
。

３

次
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
、
そ
の
投
票
は
無
効
と
す
る
。

一

所
定
の
投
票
用
紙
を
用
い
な
い
も
の
。

二

指
定
さ
れ
た
記
号
以
外
の
他
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
。

三

そ
の
他
、
判
読
が
不
能
で
あ
る
等
に
よ
り
選
挙
管
理
委

員
会
が
無
効
と
認
め
た
者
。

４

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
投
票
締
切
後
直
ち
に
開
票
を
行
い
、
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六
〇

専
任
教
職
員
等
の
数
の
過
半
数
の
得
票
を
得
た
者
（
以
下
「
過

半
数
得
票
者
」
と
い
う
。）
を
過
半
数
代
表
者
等
と
決
定
し
、
速

や
か
に
理
事
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
項
の
投
票
で
過
半
数
得
票
者
が
い
な
い
場
合
は
、
上
位
二

組
に
よ
り
決
戦
投
票
を
行
う
。
第
一
位
ま
た
は
第
二
位
に
得
票

が
同
数
の
組
が
複
数
あ
り
、
上
位
の
組
を
決
定
で
き
な
い
場
合

は
、
得
票
が
同
数
で
あ
る
組
で
く
じ
引
き
を
行
い
、
決
戦
投
票

を
行
う
二
組
を
決
定
す
る
。

６

前
項
の
決
戦
投
票
を
経
て
な
お
、
過
半
数
得
票
者
が
い
な
い

場
合
は
、
最
上
位
の
得
票
者
に
つ
い
て
信
任
投
票
を
行
う
。
最

上
位
の
得
票
者
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
く
じ
引
き
に
よ
り
信
任

投
票
を
行
う
組
を
決
定
す
る
。

７

信
任
投
票
は
、
前
項
に
よ
る
場
合
及
び
候
補
者
が
一
組
の
場

合
に
行
う
。

８

信
任
投
票
は
、
不
信
任
票
が
専
任
教
職
員
等
の
数
の
半
数
を

超
え
な
い
限
り
、
信
任
が
得
ら
れ
た
も
の
と
見
な
す
。

９

信
任
投
票
に
よ
り
、
過
半
数
代
表
等
が
決
定
で
き
な
い
と
き

は
、
あ
ら
た
め
て
選
挙
を
公
示
す
る
。

選
挙
管
理
委
員
会
は
、
す
べ
て
の
開
票
結
果
を
、
掲
示
、
文

１０

書
配
布
及
び
電
子
メ
ー
ル
等
の
方
法
に
よ
り
、
速
や
か
に
選
挙

権
者
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
検
討
〉

三
六
協
定
は
、
事
業
場
を
同
じ
く
す
る
労
働
者
集
団
（
母
集
団
）
の
過
半

数
の
者
が
協
定
に
賛
成
し
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
集
団
意
思
を
代
表
し
て
協

定
を
締
結
す
る
の
が
代
表
者
で
あ
る
と
解
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
厳
格
な

選
出
手
続
は
不
必
要
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
協
定
調
印
者
に
な
る
代
表
者

の
選
挙
に
過
半
数
の
者
が
参
加
し
投
票
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
か
ら
、

代
表
者
選
出
手
続
も
、
そ
れ
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
よ
い
。

し
た
が
っ
て
代
表
者
候
補
者
が
複
数
で
あ
り
、
そ
の
得
票
数
に
多
寡
が

あ
っ
て
も
、
そ
の
総
計
が
過
半
数
に
達
し
て
い
る
場
合
に
は
、
仮
令
、
過
半

数
の
得
票
を
得
て
い
な
く
て
も
、
得
票
数
の
多
い
候
補
者
を
当
選
者
と
す
れ

ば
よ
く
、
ま
た
最
多
得
票
者
が
複
数
の
場
合
は
籤
引
き
で
当
選
者
を
決
め
れ

ば
よ
い
。
代
表
者
候
補
者
へ
の
総
得
票
数
が
過
半
数
に
達
し
な
い
場
合
は
、

代
表
者
の
選
出
は
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
選
出
手
続
に
瑕
疵
が
な
い
限

り
、
再
選
挙
は
あ
り
え
な
い
し
、
決
戦
投
票
や
信
任
投
票
も
必
要
で
な
い
。

本
条
は
、
三
六
協
定
締
結
の
可
否
を
決
定
す
る
権
限
を
有
す
る
代
表
者
を

選
出
す
る
た
め
の
選
挙
手
続
を
規
定
す
る
も
の
で
、
こ
の
代
表
者
選
挙
を
単

な
る
三
六
協
定
の
調
印
者
の
選
出
手
続
と
考
え
る
立
場
と
で
は
、
そ
の
手
続

の
内
容
に
差
異
が
生
じ
る
の
も
当
然
で
あ
る
が
、
問
題
は
立
候
補
者
の
得
票

数
が
過
半
数
に
達
し
た
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
投
票
者
が
過
半
数
に
達
し
た

か
ど
う
か
で
あ
り
、
何
人
が
代
表
者
に
な
る
か
は
、
そ
の
権
限
か
ら
み
て
さ

し
て
重
要
で
は
な
い
。
代
表
者
に
は
協
定
に
調
印
す
る
権
限
し
か
な
く
、
締

結
に
つ
い
て
の
裁
量
権
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。



労
働
基
準
法
第
三
六
条
第
一
項
の
協
定
締
結
者
と
し
て
の
過
半
数
代
表
者
に
つ
い
て
（
清
野
） 

六
一
（
　
　
　
）

六
一

（
意
見
・
苦
情
の
申
立
）

第
一
一
条

専
任
教
職
員
等
は
、
第
二
条
に
定
め
る
過
半
数
代
表
者
の
任

務
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
意
見
、
要
望
又
は
苦
情
等
が
あ
る

場
合
に
は
、
過
半
数
代
表
者
等
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
検
討
〉

本
条
は
、
過
半
数
代
表
者
を
継
続
的
、
常
設
的
存
在
と
し
て
構
想
し
て
い

る
本
規
程
の
立
場
か
ら
は
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
三
六
条
の
過
半
数
代
表
者
は
、

本
来
、
一
時
的
、
臨
時
的
存
在
に
過
ぎ
な
い
と
解
す
る
な
ら
ば
、
本
条
の
よ

う
な
教
職
員
か
ら
の
意
見
、
要
望
及
び
苦
情
を
受
理
す
る
立
場
に
は
な
い
の

で
無
用
な
規
定
と
な
る
。

（
労
働
組
合
と
の
関
係
）

第
一
二
条

過
半
数
代
表
者
を
選
出
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
労
働
基
準

法
そ
の
他
の
法
令
に
定
め
る
「
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る

労
働
組
合
」
が
存
在
す
る
に
い
た
っ
た
と
き
は
、
こ
の
規
程
は

そ
の
運
用
を
中
止
す
る
。

〈
検
討
〉

本
条
は
、
過
半
数
代
表
者
選
出
後
、
過
半
数
労
働
組
合
が
存
在
す
る
に

至
っ
た
場
合
の
代
表
者
の
地
位
及
び
権
限
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
本
規

程
の
「
運
用
を
中
止
す
る
」
と
は
、
い
か
な
る
こ
と
か
で
あ
る
。
代
表
者
と

し
て
活
動
で
き
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
代
表
者
の
地
位
は
ど
う

な
る
か
で
あ
る
。
代
表
者
を
継
続
的
、
常
設
的
存
在
と
す
る
本
規
程
の
立
場

か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
地
位
は
継
続
し
、
た
だ
協
定
締
結
等
の
行
為
が
で
き
な

い
だ
け
で
あ
る
。
本
条
は
代
表
者
選
出
後
の
こ
と
に
し
か
触
れ
て
い
な
い
の

で
、
選
出
前
に
は
本
条
の
適
用
は
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
代
表
者
選
挙
は
そ

の
ま
ま
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
過
半
数
労
働
組
合
の
存
在
が
確
認
さ

れ
た
以
上
、
教
職
員
は
過
半
数
代
表
者
を
選
出
す
る
権
利
を
失
う
の
で
、
そ

の
時
点
で
選
挙
は
取
り
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。

（
過
半
数
代
表
者
等
の
解
任
）

第
一
三
条

選
挙
権
者
の
二
分
の
一
以
上
が
署
名
す
る
解
任
請
求
書
が
理

事
長
に
提
出
さ
れ
た
場
合
、
当
該
過
半
数
代
表
者
等
は
そ
の
資

格
を
失
な
う
。

〈
検
討
〉

本
条
は
、
過
半
数
代
表
者
の
解
任
手
続
を
定
め
て
い
る
が
、
解
任
請
求
書

を
理
事
長
に
提
出
す
る
と
は
、
理
事
長
に
代
表
者
の
任
免
権
も
し
く
は
認
証

権
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
本
規
程
の
性
格
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の

よ
う
な
解
釈
も
あ
り
う
る
が
、
代
表
者
は
教
職
員
の
代
表
と
し
て
彼
等
が
選

出
し
た
者
で
あ
り
、
代
表
者
の
解
任
は
投
票
者
で
あ
る
教
職
員
が
、
そ
の
要

件
や
事
由
を
決
め
て
行
う
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
代
表
者
は
一
時
的
、

臨
時
的
存
在
で
あ
り
、
単
な
る
調
印
者
に
過
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
解

任
の
問
題
が
生
じ
る
余
地
に
乏
し
く
、
解
任
の
手
続
は
不
要
と
い
っ
て
よ
い
。

（
学
校
法
人
修
道
学
園
の
責
務
）
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六
二
（
　
　
　
）

六
二

第
一
四
条

学
校
法
人
修
道
学
園
は
、
過
半
数
代
表
者
等
が
行
う
代
表
活

動
に
必
要
な
資
料
の
作
成
及
び
配
布
、
集
会
等
の
開
催
、
専
任

教
職
員
の
合
議
等
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
相
当
の
費
用
負
担
及

び
本
学
施
設
の
利
用
等
の
便
宜
を
図
る
。

２

学
校
法
人
修
道
学
園
は
、
専
任
教
職
員
等
が
過
半
数
代
表
者

で
あ
る
こ
と
、
過
半
数
代
表
者
等
に
な
ろ
う
と
し
た
こ
と
、
過

半
数
代
表
者
等
と
し
て
正
当
な
行
為
を
し
た
こ
と
、
過
半
数
代

表
者
等
で
あ
っ
た
こ
と
、
又
は
過
半
数
代
表
者
等
選
挙
の
立
候

補
者
を
推
薦
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
不
利
益
な
取
扱
を
し
て

は
な
ら
な
い
。

〈
検
討
〉

第
一
項
の
便
宜
供
与
は
問
題
な
い
が
、
第
二
項
の
過
半
数
代
表
者
選
挙
に

関
係
し
た
教
職
員
に
対
す
る
不
利
益
取
扱
の
禁
止
に
は
疑
問
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
本
規
程
の
定
め
る
過
半
数
代
表
者
の
選
出
は
、
教
職
員
の
労
働

者
と
し
て
の
権
利
で
あ
り
、
教
職
員
が
超
過
勤
務
を
望
み
、
三
六
協
定
を
必

要
と
考
え
る
な
ら
ば
、
自
主
的
に
行
う
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
本
規
程
は
こ

の
代
表
者
選
出
を
使
用
者
で
あ
る
学
園
が
主
導
的
に
行
う
た
め
に
定
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
規
程
の
定
め
に
従
っ
て
代
表
者
選
挙
に
参
加
し
た
教
職
員

が
、
そ
の
こ
と
を
理
由
に
学
園
か
ら
不
利
益
扱
い
を
受
け
る
こ
と
は
不
条
理

で
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
第
二
項
が
、
不
利
益
扱
い
禁
止
を
定
め
て
い
る
の

は
、
本
規
程
に
従
っ
て
行
動
し
て
も
、
そ
れ
が
学
園
に
と
っ
て
気
に
入
ら
な

い
行
動
と
受
け
止
め
ら
れ
る
事
態
の
あ
り
う
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

本
規
程
の
よ
う
に
、
代
表
者
は
三
六
協
定
締
結
の
可
否
を
決
定
す
る
権
限

を
有
す
る
と
解
す
る
立
場
で
は
、
何
人
が
代
表
者
に
当
選
す
る
か
は
、
三
六

協
定
の
締
結
を
望
む
学
園
に
と
っ
て
は
重
大
な
関
心
事
で
あ
り
、
選
挙
の
結

果
に
不
快
感
を
抱
く
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
代
表
者
を
単
な
る
調
印
者
と
解

す
る
立
場
で
は
起
こ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。

な
お
二
項
の
列
挙
行
為
の
中
に
は
、
投
票
不
参
加
や
不
参
加
勧
誘
等
の
行

為
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
こ
れ
ら
の
行
為
も
不
利
益
扱
い
禁
止
の
対
象
に
な

ろ
う
。
と
こ
ろ
で
第
二
項
は
「
修
道
学
園
は
～
～
～
不
利
益
な
取
扱
は
し
て

は
な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
、
学
園
に
対
し
不
利
益
扱
い
を
し
な
い
こ
と
を

義
務
付
け
て
い
る
が
、
こ
の
表
現
は
不
適
切
で
あ
る
。「
学
園
は
～
～
不
利
益

扱
い
を
す
る
こ
と
は
な
い
。」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
学
園
が

学
園
に
対
し
て
義
務
付
け
る
こ
と
は
、
学
園
の
誓
約
で
あ
る
べ
き
だ
か
ら
で

あ
る
。

（
事
務
担
当
）

第
一
五
条

こ
の
規
程
に
関
す
る
事
務
は
、
法
人
事
務
局
総
務
課
が
担
当

す
る
。

〈
検
討
〉

本
規
程
の
定
め
る
過
半
数
代
表
者
の
選
出
事
務
の
所
管
を
、
法
人
（
学
園
）

事
務
局
総
務
課
と
す
る
な
ら
ば
、
選
挙
管
理
委
員
は
同
課
所
属
の
臨
時
職
員



労
働
基
準
法
第
三
六
条
第
一
項
の
協
定
締
結
者
と
し
て
の
過
半
数
代
表
者
に
つ
い
て
（
清
野
） 

六
三
（
　
　
　
）

六
三

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
総
務
課
長
の
指
揮
監
督
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
委

員
は
本
来
の
役
職
と
法
人
の
委
員
の
職
と
を
併
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
指
揮
命
令
系
統
を
異
に
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
規
程
の
改
廃
）

第
一
六
条

規
程
を
改
廃
す
る
と
き
は
、
理
事
会
の
決
議
を
経
て
こ
れ
を

行
う
。

附
則

こ
の
規
程
は
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
〇
　
学
園
に
よ
る
過
半
数
代
表
者
選
出
の
支
援

本
規
程
は
前
述
の
よ
う
に
無
効
の
規
程
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
仮
に
有
効
と

解
し
て
も
、
本
規
程
に
よ
る
過
半
数
代
表
者
の
選
出
は
、
①
学
園
主
導
で
教

職
員
に
過
半
数
代
表
者
の
選
出
を
強
制
す
る
点
に
お
い
て
、
ま
た
②
選
出
さ

れ
た
代
表
者
を
継
続
的
、
常
設
的
存
在
と
し
て
い
る
点
及
び
③
代
表
者
を
三

六
協
定
締
結
の
可
否
を
決
め
る
権
限
者
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
労
基
法

三
六
条
の
想
定
し
て
い
る
過
半
数
代
表
者
の
選
出
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、

し
か
も
本
規
程
は
表
記
上
も
、
ま
た
法
理
論
的
に
も
十
分
吟
味
さ
れ
て
い
な

い
規
程
と
い
っ
て
よ
い
。

学
園
は
、
ま
ず
教
職
員
に
よ
る
過
半
数
代
表
者
の
選
出
に
関
す
る
支
援
業

務
規
程
を
制
定
し
、
そ
の
支
援
の
一
方
法
と
し
て
代
表
者
選
出
手
続
の
「
範

例
」
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

以
下
に
お
い
て
、
そ
の
素
案
を
提
記
す
る
。

《
教
職
員
の
過
半
数
代
表
者
の
選
出
の
支
援
に
関
す
る
規
程
》

理
事
会
平
成
二
四
年
第
〇
〇
号

（
目

的
）

第
一
条

本
規
程
は
、
労
基
法
第
三
六
条
所
定
の
協
定
（
以
下
「
三
六
協

定
」
と
い
う
。）
を
締
結
す
る
必
要
上
広
島
修
道
大
学
（
以
下
「
大

学
」
と
い
う
。）
の
構
内
施
設
（
以
下
「
沼
田
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と

い
う
。）
を
就
業
場
所
と
す
る
教
職
員
（
以
下
「
教
職
員
集
団
」

と
い
う
。）
が
、
そ
の
過
半
数
の
代
表
者
を
選
出
す
る
に
あ
た
り
、

教
職
員
集
団
の
要
請
に
基
づ
き
、
学
校
法
人
修
道
学
園
（
以
下

「
学
園
」
と
い
う
。）
が
行
う
支
援
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
支
援
の
要
請
）

第
二
条

前
条
の
教
職
員
集
団
に
よ
る
支
援
の
要
請
は
、
同
集
団
に
属
す

る
教
職
員
三
名
以
上
が
連
署
し
た
支
援
要
請
書
を
学
園
理
事
長
に

提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
支
援
の
内
容
）

第
三
条

教
職
員
集
団
が
行
う
過
半
数
代
表
者
（
以
下
「
代
表
者
」
と
い

う
。）
の
選
出
に
際
し
、
そ
の
要
請
に
よ
り
、
学
園
が
行
う
支
援
は
、

概
ね
次
の
通
り
と
す
る
。

一

三
六
協
定
締
結
の
た
め
に
教
職
員
側
の
代
表
者
の
選
出
が
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六
四
（
　
　
　
）

六
四

必
要
で
あ
る
旨
の
広
報
活
動

二

代
表
者
選
出
の
手
続
の
教
示

三

代
表
者
選
出
に
関
与
す
る
教
職
員
が
そ
の
任
務
を
果
た
す

の
に
必
要
な
時
間
の
職
務
専
念
義
務
の
免
除

四

教
職
員
集
団
が
、
代
表
者
を
選
出
す
る
た
め
の
活
動
に
必

要
な
範
囲
で
の
大
学
の
施
設
及
び
備
品
等
の
無
償
使
用
の
許

諾
五

教
職
員
集
団
が
代
表
者
の
選
出
に
要
す
る
必
要
経
費
の
支

弁
六

代
表
者
選
出
手
続
の
発
起
人
の
斡
旋

（
関
係
者
の
無
問
責
）

第
四
条

学
園
は
、
教
職
員
が
代
表
者
の
選
出
に
関
与
し
た
こ
と
を
理
由

に
責
任
を
問
い
、
就
業
上
不
利
益
な
取
扱
を
し
な
い
。

（
労
働
組
合
へ
の
協
力
要
請
）

第
五
条

学
園
は
、
代
表
者
の
選
出
に
関
し
、
既
存
の
教
職
員
労
働
組
合

に
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
支
援
業
務
の
担
当
部
署
）

第
六
条

代
表
者
選
出
に
対
す
る
支
援
業
務
は
、
法
人
（
学
園
）
事
務
局

総
務
課
の
所
管
と
す
る
。

２

法
人
事
務
局
総
務
課
長
は
、
教
職
員
集
団
の
要
請
に
基
づ
く
学

園
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、
従
業
員
の
立
場
で
代
表
者
選
出
手
続
の
発

起
人
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
本
規
程
の
改
廃
）

第
七
条

本
規
程
の
改
廃
は
、
理
事
会
の
議
に
よ
る
。

一
一
　《
教
職
員
の
過
半
数
代
表
者
の
選
出
要
領
の
範

例
》
案

（
本
範
例
の
趣
意
）

本
範
例
は
、
学
校
法
人
修
道
学
園
（
以
下
「
学
園
」
と
い
う
。）
が
設
置

す
る
広
島
修
道
大
学
（
以
下
「
大
学
」
と
い
う
。）
の
沼
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を

就
業
場
所
と
す
る
教
職
員
（
以
下
「
教
職
員
集
団
」
と
い
う
。）
が
、
学
園

か
ら
労
基
法
第
三
六
条
所
定
の
協
定
の
締
結
資
格
を
有
す
る
過
半
数
代
表
者

の
選
出
を
求
め
ら
れ
た
場
合
、
こ
れ
に
応
じ
代
表
者
を
選
出
す
る
際
の
手
続

の
参
考
例
を
範
例
と
し
て
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
本
範
例
に
従
い
作
成
す
る
「
教
職
員
の
過
半
数
代
表
者
の
選
出
要
領
」

の
正
当
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
を
予
め
書
面
に
し
て
教
職
員
に
配

布
し
、
そ
の
賛
同
を
得
て＜

申
し
合
わ
せ
事
項＞

と
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
過
半
数
の
分
母
集
団
の
構
成
者
）

第
一
条

労
基
法
第
三
六
条
所
定
の
「
過
半
数
」
の
母
集
団
の
構
成
員
は
、



労
働
基
準
法
第
三
六
条
第
一
項
の
協
定
締
結
者
と
し
て
の
過
半
数
代
表
者
に
つ
い
て
（
清
野
） 

六
五
（
　
　
　
）

六
五

大
学
の
沼
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
就
業
す
る
常
勤
の
全
教
職
員
と
し
、

雇
用
期
間
の
長
短
を
問
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
母
集
団
を
以
後
「
教
職
員
集
団
」
と
呼
称
す
る
。

（
説
明
）

過
半
数
を
算
定
す
る
た
め
に
は
算
定
の
基
礎
を
な
す
分
母
集
団
の
構
成
員

を
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
労
組
法
第
一
七
条
が
、
労
働
協
約
の
一
般
的
拘

束
力
を
認
め
る
要
件
と
し
て
、「
常
時
使
用
さ
れ
る
同
種
の
労
働
者
の
四
分
の

三
以
上
の
労
働
者
が
一
つ
の
労
働
協
約
の
適
用
を
う
け
る
に
至
っ
た
と
き
」

と
規
定
し
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、
労
基
法
第
三
六
条
一
項
は
単
に
「
労
働

者
」
と
規
定
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
母
集
団
を
構
成
す
る
教
職
員
は
、
常

勤
・
非
常
勤
を
問
わ
な
い
と
す
る
解
釈
も
成
り
立
つ
が
、
労
基
法
の
労
働
時

間
の
規
制
に
な
じ
ま
な
い
教
職
員
ま
で
も
母
集
団
に
含
め
る
の
は
疑
問
で
あ

る
。
そ
れ
に
該
当
す
る
の
は
非
常
勤
教
職
員
で
あ
る
が
、
大
学
で
教
育
を
担

当
す
る
教
員
の
過
半
数
は
非
常
勤
教
員
と
い
っ
て
よ
く
、
こ
れ
ら
の
非
常
勤

教
員
を
も
母
集
団
の
構
成
員
と
す
る
な
ら
ば
、
超
過
勤
務
と
は
無
縁
の
教
員

に
よ
っ
て
「
過
半
数
」
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
妥
当
で
は
な
い
の
で
、

本
範
例
で
は
雇
用
期
間
の
長
短
を
問
わ
ず
常
勤
の
教
職
員
全
員
に
よ
り
、
母

集
団
（
教
職
員
集
団
）
を
構
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
選
出
手
続
の
発
起
）

第
二
条

教
職
員
集
団
の
過
半
数
代
表
者
の
選
出
手
続
は
、
学
園
の
依
頼

に
よ
り
、
協
定
賛
成
組
合
員
数
が
過
半
数
未
満
の
既
存
の
教
職
員

労
働
組
合
（
以
下
「
非
過
半
数
労
働
組
合
」
と
い
う
。）
ま
た
は

学
園
事
務
局
総
務
課
長
の
職
に
あ
る
従
業
員
（
以
下
「
課
長
職
従

業
員
」
と
い
う
。）
が
発
起
す
る
。

２

前
項
の
非
過
半
数
労
働
組
合
ま
た
は
課
長
職
従
業
員
が
、
過
半

数
代
表
者
の
選
出
手
続
の
発
起
を
引
き
受
け
た
場
合
に
は
、
直
ち

に
発
起
人
に
就
任
し
た
旨
を
教
職
員
集
団
を
構
成
す
る
全
教
職
員

に
通
告
し
、
代
表
者
選
出
の
手
続
に
着
手
す
る
。

（
説
明
）

過
半
数
代
表
者
の
選
出
は
、
本
来
教
職
員
側
の
問
題
で
あ
る
が
、
組
織
を

持
た
な
い
教
職
員
集
団
が
そ
の
選
出
手
続
を
自
主
的
に
実
施
す
る
こ
と
は
か

な
り
の
困
難
が
伴
う
。
そ
こ
で
組
合
員
が
過
半
数
に
達
し
な
い
た
め
協
定
締

結
資
格
は
な
い
が
、
協
定
に
利
害
を
有
す
る
多
数
の
教
職
員
を
組
合
員
と
し

て
い
る
既
存
の
労
働
組
合
に
発
起
人
を
引
き
受
け
て
も
ら
う
の
が
実
際
的
で

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
労
働
組
合
が
協
力
を
拒
否
し
た
場
合
の
こ
と
も
考
慮
に
入

れ
、
二
番
手
と
し
て
、
総
務
課
長
職
に
あ
る
者
に
教
職
員
集
団
の
一
員
と
し

て
の
立
場
で
発
起
人
を
引
き
受
け
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
支
援
要
請
書
に

署
名
し
た
教
職
員
に
発
起
人
を
引
き
受
け
さ
せ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

管
理
職
に
あ
る
職
員
の
方
が
実
務
能
力
が
あ
る
と
考
え
た
だ
け
で
、
支
援
要

請
者
を
発
起
人
と
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
代
表
者
選
出
の
必
要
及
び
協
定
案
の
説
明
）
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（
　
　
　
）

六
六

第
三
条

発
起
人
は
、
教
職
員
に
対
し
、
超
過
勤
務
を
合
法
的
に
行
う
た

め
に
は
、
過
半
数
代
表
者
が
学
園
と
労
基
法
第
三
六
条
所
定
の
協

定
を
締
結
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
、
協
定
締
結

者
で
あ
る
過
半
数
代
表
者
を
選
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

告
げ
、
協
定
案
の
内
容
を
口
頭
又
は
書
面
で
説
明
す
る
も
の
と
す

る
。

（
説
明
）

発
起
人
の
最
初
の
仕
事
は
、
協
定
の
締
結
は
教
職
員
集
団
の
過
半
数
の
協

定
賛
成
者
の
代
表
者
が
こ
れ
を
行
う
の
で
、
提
示
す
る
協
定
案
に
賛
成
の
者

は
、
そ
の
選
出
に
協
力
し
て
欲
し
い
こ
と
、
協
定
案
に
反
対
の
者
は
、
反
対

票
を
入
れ
る
の
も
、
選
挙
に
参
加
し
な
い
の
も
自
由
で
あ
る
こ
と
等
を
説
明

す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
選
挙
管
理
人
会
の
設
置
）

第
四
条

発
起
人
は
、
教
職
員
の
中
か
ら
、
選
挙
管
理
人
七
名
を
選
任
す

る
。

２

選
挙
管
理
人
は
、
選
挙
管
理
人
会
を
組
織
し
、
互
選
で
会
長
を

選
任
す
る
。

３

選
挙
管
理
人
会
は
、
代
表
者
の
選
出
事
務
の
一
切
を
管
理
執
行

す
る
。

４

選
挙
管
理
人
は
、
選
挙
管
理
事
務
に
従
事
中
そ
の
職
務
か
ら
離

れ
る
。

５

選
挙
管
理
人
会
は
、
審
議
事
項
を
多
数
決
に
よ
り
決
定
す
る
。

６

選
挙
管
理
人
の
従
事
す
る
選
挙
管
理
は
、
教
職
員
集
団
の
業
務

で
あ
り
、
教
職
員
と
し
て
の
職
務
で
は
な
い
。

（
代
表
者
の
身
分
及
び
権
限
）

第
五
条

本
選
挙
に
よ
っ
て
代
表
者
に
選
出
さ
れ
た
従
業
員
は
、
そ
の
職

務
と
は
関
係
な
く
、
学
園
の
一
従
業
員
の
身
分
で
、
選
挙
に
示
さ

れ
た
過
半
数
集
団
の
三
六
協
定
締
結
賛
成
の
意
向
に
従
っ
て
同
協

定
に
調
印
を
す
る
こ
と
を
そ
の
任
務
と
し
、
協
定
の
調
印
に
よ
り
、

そ
の
任
務
を
終
了
す
る
。

（
選
挙
権
者
）

第
六
条

代
表
者
選
出
選
挙
の
選
挙
権
者
は
、
大
学
の
沼
田
キ
ャ
ン
パ
ス

を
就
業
場
所
と
す
る
常
勤
の
教
職
員
と
す
る
。
た
だ
し
、
理
事
職

を
兼
任
す
る
教
職
員
及
び
労
基
法
第
四
一
条
二
号
所
定
の
管
理
又

は
監
督
者
に
該
当
す
る
教
職
員
を
除
く
。

（
説
明
）

労
基
法
施
行
規
則
六
条
の
二
の
第
一
項
は
、
同
法
四
一
条
二
号
の
「
管

理
・
監
督
」
者
は
、
学
園
の
利
益
代
表
者
と
し
て
過
半
数
代
表
者
か
ら
除
外

す
べ
き
者
と
し
て
い
る
。
理
事
兼
職
者
は
使
用
者
の
地
位
に
あ
る
者
と
し
て

同
様
に
除
外
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
教
職
員
集
団
の
構
成
員
が
全
て

選
挙
権
を
有
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。



労
働
基
準
法
第
三
六
条
第
一
項
の
協
定
締
結
者
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の
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数
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（
清
野
） 

六
七
（
　
　
　
）

六
七

（
被
選
挙
権
者
）

第
七
条

代
表
者
選
挙
の
被
選
挙
権
者
は
、
大
学
の
沼
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を

就
業
場
所
と
す
る
常
勤
の
教
職
員
と
し
、
理
事
兼
職
の
教
職
員
及

び
労
基
法
第
四
一
条
二
号
所
定
の
管
理
又
は
監
督
の
地
位
に
あ
る

教
職
員
を
除
く
。

（
説
明
）

過
半
数
代
表
者
は
、
労
働
者
の
代
表
者
で
あ
る
か
ら
使
用
者
の
地
位
と
相

容
れ
な
い
た
め
、
使
用
者
の
利
益
代
表
者
と
し
て
使
用
者
に
準
じ
る
地
位
に

あ
る
管
理
・
監
督
者
に
代
表
者
と
し
て
の
地
位
を
認
め
な
い
の
は
当
然
で
あ

る
。（

立
候
補
者
及
び
指
名
候
補
者
）

第
八
条

被
選
挙
権
を
有
す
る
教
職
員
は
、
そ
の
本
務
に
関
わ
ら
ず
、
代

表
者
選
挙
に
立
候
補
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

立
候
補
受
付
期
間
中
に
立
候
補
の
申
出
が
な
い
と
き
は
、
選
挙

管
理
人
会
は
、
被
選
挙
権
者
の
中
か
ら
立
候
補
者
に
代
わ
る
候
補

者
を
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
説
明
）

過
半
数
代
表
者
の
役
目
が
、
学
園
が
提
示
し
た
超
過
勤
務
の
協
定
案
を
正

式
の
協
定
と
す
る
た
め
に
調
印
す
る
だ
け
と
す
れ
ば
、
被
選
挙
権
者
に
と
っ

て
は
格
別
魅
力
の
あ
る
地
位
で
は
な
い
の
で
、
立
候
補
を
控
え
る
こ
と
も
十

分
考
え
ら
れ
、
立
候
補
者
不
在
の
場
合
も
生
じ
う
る
。
そ
の
場
合
に
備
え
て
、

教
職
員
集
団
の
中
か
ら
指
名
に
よ
り
候
補
者
を
立
て
る
権
限
を
選
挙
管
理
人

会
に
認
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
選
挙
管
理
人
会
の
義
務
で
は
な
い
。

指
名
候
補
者
を
立
て
て
も
、
教
職
員
に
お
い
て
代
表
者
選
挙
そ
の
も
の
に
関

心
が
な
く
、
過
半
数
の
投
票
が
期
待
で
き
な
い
と
き
は
、
指
名
候
補
者
を
立

て
な
い
で
、
選
挙
を
取
り
止
め
に
し
て
も
よ
い
。
そ
の
場
合
の
教
職
員
の
意

向
は
、
協
定
拒
否
と
解
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
選
挙
の
実
施
）

第
九
条

選
挙
管
理
人
会
は
、
立
候
補
者
又
は
指
名
候
補
者
が
決
定
し
た

と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
氏
名
及
び
選
挙
日
を
公
示
し
て
選
挙
を

実
施
す
る
。

２

立
候
補
者
及
び
指
名
候
補
者
が
一
名
の
と
き
は
、
選
挙
は
こ
れ

ら
候
補
者
に
対
す
る
代
表
者
委
嘱
の
可
否
を
問
う
選
挙
と
す
る
。

（
説
明
）

過
半
数
代
表
者
選
挙
は
、
簡
単
に
い
え
ば
、
教
職
員
側
の
協
定
調
印
者
を

選
ぶ
選
挙
で
あ
り
、
協
定
締
結
の
可
否
の
判
断
を
一
任
す
る
教
職
員
を
選
ぶ

選
挙
で
は
な
い
か
ら
、
さ
ほ
ど
重
要
な
選
挙
で
は
な
い
し
、
教
職
員
の
内
部

の
手
続
で
も
あ
る
の
で
、
選
出
さ
れ
る
代
表
者
の
地
位
・
権
限
に
則
っ
た
簡

略
な
も
の
で
足
り
る
と
思
わ
れ
る
。

（
代
表
者
の
決
定
）

第
一
〇
条

立
候
補
者
又
は
指
名
候
補
者
が
複
数
の
場
合
に
は
、
投
票
総
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六
八

数
が
投
票
日
前
日
に
お
け
る
教
職
員
集
団
の
総
数
の
過
半
数
で
あ

る
場
合
に
限
り
、
最
も
得
票
の
多
い
候
補
者
を
も
っ
て
当
選
者
と

し
、
ま
た
最
上
位
得
票
者
が
複
数
い
る
場
合
は
抽
選
に
よ
り
当
選

者
を
決
定
す
る
。

２

立
候
補
者
及
び
指
名
候
補
者
が
一
名
の
と
き
は
、
こ
れ
ら
の

者
の
得
票
数
が
投
票
日
前
日
に
お
け
る
教
職
員
集
団
の
総
数
の

過
半
数
に
達
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
当
該
候
補
者
を
当
選
者

と
す
る
。

３

第
一
項
の
総
投
票
数
が
過
半
数
に
達
し
な
い
場
合
及
び
第
二

項
の
候
補
者
の
得
票
数
が
過
半
数
に
達
し
な
い
場
合
は
、
当
該

代
表
者
選
挙
は
、
そ
の
目
的
を
達
し
な
い
で
終
了
す
る
。

（
説
明
）

過
半
数
代
表
者
の
資
格
は
、
教
職
員
集
団
の
過
半
数
の
教
職
員
が
協
定
締

結
の
た
め
の
代
表
者
選
出
に
投
票
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
複
数
候
補
者
の
場
合
は
、
仮
令
、
個
々
の
候
補
者
が
過
半
数
の
得
票

を
得
ら
れ
な
く
て
も
、
複
数
候
補
者
に
対
す
る
投
票
総
数
が
過
半
数
に
達
し

て
い
る
と
き
は
、
過
半
数
が
協
定
締
結
賛
成
の
意
思
を
表
明
し
て
い
る
の
で
、

ど
ち
ら
の
候
補
者
を
当
選
者
（
代
表
者
）
と
す
る
か
は
、
得
票
の
多
寡
（
相

対
的
多
数
）
で
決
め
れ
ば
よ
く
、
得
票
が
同
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
当
選
者

を
決
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

候
補
者
が
単
数
の
場
合
は
、
選
択
投
票
で
は
な
く
、
信
任
投
票
と
な
る
が
、

こ
の
場
合
も
投
票
数
、
そ
れ
は
得
票
数
で
も
あ
る
が
、
過
半
数
票
を
取
得
し

て
い
れ
ば
代
表
者
の
資
格
を
取
得
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
達
し
な
い
と

き
は
、
代
表
者
選
出
は
目
的
を
達
し
な
い
で
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
再
選
挙
）

第
一
一
条

前
条
第
三
項
に
よ
り
、
選
挙
が
代
表
者
選
出
の
目
的
を
達
し

な
い
で
終
了
し
た
場
合
、
再
度
選
挙
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
は
、

選
挙
管
理
人
会
が
決
定
す
る
。

（
説
明
）

選
挙
管
理
人
会
は
、
再
度
、
選
挙
を
行
な
え
ば
、
教
職
員
集
団
の
過
半
数

の
投
票
が
期
待
で
き
る
場
合
は
、
再
選
挙
を
行
う
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
が

期
待
で
き
な
い
場
合
は
再
選
挙
は
行
わ
ず
、
代
表
者
選
出
不
能
の
旨
学
園
に

通
知
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
代
表
者
決
定
の
公
示
）

第
一
二
条

選
挙
管
理
人
会
は
、
選
挙
終
了
後
、
当
選
者
の
氏
名
、
投
票

総
数
及
び
得
票
数
等
選
挙
の
結
果
を
公
示
す
る
と
共
に
学
園
に

対
し
選
挙
管
理
人
会
名
義
の
文
書
を
も
っ
て
代
表
者
の
決
定
を

通
知
す
る
。

（
説
明
）

本
条
の
代
表
者
決
定
通
知
に
よ
り
、
選
挙
管
理
人
会
は
そ
の
任
務
を
終
了

し
て
解
散
し
、
選
挙
管
理
人
は
そ
の
地
位
を
失
う
。
こ
の
選
挙
管
理
人
に
は
、

学
園
が
教
職
員
集
団
に
代
わ
っ
て
相
当
金
額
の
手
当
を
支
給
す
べ
き
で
あ
る
。



労
働
基
準
法
第
三
六
条
第
一
項
の
協
定
締
結
者
と
し
て
の
過
半
数
代
表
者
に
つ
い
て
（
清
野
） 

六
九
（
　
　
　
）

六
九

一
二
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
学
園
が
必
要
に
迫
ら
れ
て
、
教
職
員
の
過
半
数
代
表
者
選
出
の
た
め
、
本

規
程
を
制
定
し
学
園
主
導
で
手
続
を
進
め
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
途
中
で
教

職
員
労
働
組
合
が
協
定
締
結
資
格
を
取
得
す
る
に
至
っ
た
の
で
、
結
局
、
代

表
者
選
挙
は
不
発
に
終
わ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
本
規
程
は
有
効
な
規
程
と

し
て
今
後
も
生
き
続
け
、
組
合
員
数
の
変
動
に
よ
っ
て
は
、
再
び
そ
の
適
用

が
現
実
化
す
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
規
程
を
検
討
し
、
問
題

点
を
提
示
し
た
の
が
本
論
稿
で
あ
る
。

　
教
職
員
の
過
半
数
代
表
者
の
選
出
を
、
使
用
者
で
あ
る
学
園
が
強
行
的
に

主
導
し
よ
う
と
す
る
本
規
程
は
、
労
基
法
第
三
六
条
一
項
の
正
し
い
解
釈
に

適
合
し
た
過
半
数
代
表
者
の
選
出
手
続
を
定
め
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。
過

半
数
代
表
者
の
選
出
を
急
い
だ
た
め
に
、
十
分
な
検
討
な
し
に
他
の
規
程
例

を
参
考
に
本
規
程
を
制
定
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
機
会
に
、
法
理
の
上
か
ら

の
再
検
討
が
望
ま
れ
る
。




